
は
じ
め
に

　

平
成
30
年
第
１
回 

湯
沢
町
議
会
定
例
会
の
開
会

に
あ
た
り
、
本
年
度
の
行
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、

私
の
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
さ

ま
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

先
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
無
投
票
当

選
と
い
う
形
で
、
引
き
続
き
２
期
目
の
町
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
所
信
表

明
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、「
未
来
の
世
代

の
た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
。」
10
年
後
、
20
年
後

の
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
町
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
の
ほ
ど
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
湯
沢
町
の
現

状
を
み
ま
す
と
、
人
口

は
首
都
圏
等
か
ら
の
転

入
者
や
外
国
人
の
増
加

に
よ
り
８
，
２
３
５
人

と
前
年
同
期
比
５
人
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
世
帯
数
は
１
５
０

世
帯
増
え
、マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者
は
１
，
２
３
３

人
と
１
０
３
人
増
え
て

い
ま
す
。
高
齢
化
率
は

０
．
57
％
増
え
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増

加
す
る
な
か
で
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
い
ま
町
が
取
り
組
む
べ
き

こ
と
は
、
若
者
を
呼
び
込
み
、
観
光
業
や
建
設
業
な

ど
を
中
心
に
強
固
な
産
業
基
盤
を
確
立
し
、
そ
の
財

政
力
を
も
っ
て
、
福
祉
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
雪
対
策
や
防
災
力
な
ど
の
強
化

を
図
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
訪
れ
、
住
む
こ
と
が
で

き
る
町
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
９
月
「
２
０
３
０
年
の
試
算
」
と
す

る
労
働
経
済
白
書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
12
年
後
、
日
本
全
体
で
労
働
力
人
口
が
約

64
万
人
不
足
す
る
と
の
試
算
で
あ
り
ま
す
。
内
容

を
み
ま
す
と
技
術
革
新
が
進
む
こ
と
か
ら
製
造
業

で
約
１
６
０
万
人
、
農
林
水
産
業
で
約
70
万
人
の

余
剰
労
働
力
が
発
生
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
介

護
職
で
約
１
０
８
万
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
約
36
万

人
の
労
働
力
が
不
足
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
推
計
値
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
第
３
次
産
業
へ
の
就
業
者
が
８
割

を
超
え
る
湯
沢
町
に
と
り
ま
し
て
は
、
非
常
に
深

刻
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
、
町
は

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
諸
政
策
の
更
な
る
充
実
と
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
高
齢
者
が
健
康
で
元

気
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
今
後
の
国
・
県
の
労
働
施
策

を
注
視
し
、
湯
沢
町
商
工
会
や
関
連
事
業
者
と
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
、
労
働
力
の
確
保
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
関
連
で
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
法
に
基
づ
く
新

潟
県
条
例
が
現
在
県
議
会
で
審
議
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
は
県
と
連
携
し
、
違
法
民
泊
な
ど
の
監

視
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
１
月
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
人
口
が
約
２
億
６
千
万
人
、
経
済
成
長
率
が

高
く
、
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
期
待
の
も
て
る
国

で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
も
湯
沢
町
観
光
協
会
な
ど
と

と
も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
招
致
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

３月定例議会で田村町長が述べた施政方針を
お知らせします。

※広報ゆざわ用に表現を一部変更しています。
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し
た
結
果
の
受
賞
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、「
湯

沢
町
を
誇
り
に
思
い
、
次
代
を
担
う
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
」
が
育
っ
て
く
れ
る

湯
沢
学
園
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
併
せ
、
所
信
表
明
に
掲

げ
ま
し
た
４
つ
の
取
組
を
基
本
と
い
た
し
ま

し
て
、
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
情
勢

　

国
は
予
測
を
超
え
て
進
む
、
少
子
高
齢

化
と
労
働
力
不
足
が
問
題
と
な
る
な
か
、

２
０
２
５
年
度
を
目
標
と
し
て
い
た「
基
礎

的
財
政
収
支
」
の
黒
字
が
２
年
延
び
る
と
の

試
算
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
支
出
の
44
％
を

社
会
保
障
費
が
占
め
、
今
後
さ
ら
に
膨
ら
む

こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
状
況
で
、
平
成
30
年

度
の
施
政
方
針
で
は
、「
働
き
方
改
革
」「
人
づ

く
り
改
革
」「
生
産
性
革
命
」
を
最
重
要
課
題

と
位
置
付
け
、
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」
で
は
、
長
時
間
労
働
の

慣
行
を
打
ち
破
る
残
業
時
間
の
上
限
規
制
や

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
を
図
る
と
と
も

に
、
子
育
て
、
介
護
な
ど
、
様
々
な
事
情
を

抱
え
る
女
性
が
多
様
な
雇
用
形
態
を
選
択
で

き
る
政
策
や
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
年
齢
で

区
別
せ
ず
、
意
欲
や
能
力
に
応
じ
て
働
き
・

生
活
で
き
る「
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
」
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
づ
く
り
革
命
」
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育

園
を
は
じ
め
、
低
所
得
者
家
庭
の
子
ど
も
に

対
す
る
高
等
教
育
の
無
償
化
や
介
護
・
保
育

者
の
賃
上
げ
を
実
現
し
、
人
材
を
確
保
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
生
産
性
革
命
」

　

事
業
支
援
で
は
、「
フ
ジ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
20
周
年
記
念
事
業
」
並
び
に
、
平

成
31
年
２
月
に
苗
場
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ

る
「
第
56
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ア
ル

ペ
ン
競
技
大
会
」、
そ
し
て
、
８
月
３
日
に

新
潟
総
合
テ
レ
ビ
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）
と
雪
国
青
年

会
議
所
が
共
催
す
る
「
大
相
撲
雪
国
湯
沢
場

所
」
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新

潟
県
が
苗
場
ス
キ
ー
場
へ
の
誘
致
を
目
指
す

「
２
０
２
０
年
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
」
は
、
こ
の
開
催
が
決
定

し
次
第
、
町
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
、

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
関
連
で
は
、
城
平
線
の
跨
線
橋

改
修
を
２
年
の
継
続
工
事
と
し
て
実
施
す
る

と
と
も
に
、
西
口
広
場
の
全
面
改
修
及
び
東

口
駅
前
広
場
の
一
部
改
修
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県
道
関
連
で
は
温
泉

通
り
の
電
柱
移
設
な
ど
の
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
施
工
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
町
内
会
や
関
連
事
業
者
な
ど
と
協
議

し
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
１
月
、
湯
沢
町
教
育
委
員
会
は
「
湯

沢
学
園
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
取
組
を
評
価

さ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
統
合
前
か
ら
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
、
歴
史
の
調
査
、
職
場
見
学
・

職
場
体
験
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
統
合
後
に
、
こ
の
取
組
を
整
理
・
拡
充

来年、苗場スキー場にて開催される全国中学校

スキー大会アルペン競技大会の支援

温泉通り　電柱移設工事を予定

湯沢学園

→
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で
は
、
Ｉ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
、

産
業
構
造
や
就
業
構
造
の
変
革
に
対
す
る
投

資
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
３
つ
の
政
策
を

総
動
員
し
て
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
克
服
し
、

経
済
成
長
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
施
策
で
は
、
２
０
２
５
年
に
は
人

口
の
５
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
在

宅
医
療
受
診
者
も
今
の
１
．５
倍
の
１
０
０
万

人
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
る
な
か
、
医
療
と

介
護
報
酬
が
同
時
改
定
さ
れ
る
本
年
を
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
道
筋
を
示
す
最

終
年
と
位
置
付
け
、
医
療
と
介
護
の
情
報
共

有
を
図
り
、
設
備
・
人
員
等
の
一
部
に
つ
い

て
の
相
互
活
用
及
び
在
宅
に
対
す
る
相
互
協

力
の
仕
組
み
な
ど
を
整
備
し
な
が
ら
、
医
療

と
介
護
の
切
れ
目
の
な
い
連
携
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

貿
易
問
題
で
は
、
３
月
に
11
カ
国
が
参
加

し
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に

署
名
す
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
協
定
は
２
０
１
９
年
に
も
発
効
さ
れ
、
そ

の
貿
易
額
は
世
界
の
14
．
９
％
を
占
め
、
日

本
は
自
動
車
や
食
品
な
ど
の
輸
出
の
拡
大
が

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
農
産
物
の
関
税
の
引
き

下
げ
や
輸
入
枠
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
脱
退
し
た
米
国
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
協
定
へ
の
再
加
入
の
検
討

の
ほ
か
、
日
本
と
の
関
連
で
は
自
由
貿
易
協

定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
交
渉
や
二
国
間
の
貿
易
不
均

衡
問
題
な
ど
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
厳
し
い

状
況
下
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
新
潟
県
の
状
況
を
み
ま
す
と
、

２
０
１
７
年
の
県
内
の
人
口
移
動
は
人
口
の

転
出
超
過
が
６
，
５
６
６
人
と
全
国
で
４
番

目
に
多
く
、
こ
の
転
出
超
過
の
内
容
は
15
か

ら
24
才
が
全
体
の
86
％
と
若
者
の
転
出
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
県
は
県
政
の
指
針
と

な
る
最
上
位
計
画「
に
い
が
た
未
来
創
造
プ

ラ
ン
」
の
最
重
要
課
題
を
人
口
減
少
対
策
と

位
置
付
け
、「
社
会
減
少
対
策
」
と
し
て
は
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
の
た
め
に
保
護
者
へ
の
県

内
企
業
の
情
報
提
供
や
若
者
へ
の
起
業
支

援
、「
自
然
減
少
対
策
」
と
し
て
は
、
市
町

村
へ
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
引
き
上
げ
や

県
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
な
ど
、
子

育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
企
業
や

経
済
団
体
と
連
携
を
強
め「
子
育
て
し
な
が

ら
働
き
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
」
に
取
り
組

む
な
ど
、
産
業
振
興
や
子
育
て
環
境
充
実
な

ど
の「
政
策
総
動
員
体
制
」
で
臨
む
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
関
連
で
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
と
し
て
、
観
光
部
門
を
再
編
、「
国

際
観
光
推
進
課
」
を
新
設
し
て
対
応
を
強
化

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の

施
策
の
詳
細
は
今
後
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
・

県
が
ど
こ
に
向
か
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
舵
を

切
る
の
か
、
情
報
収
集
に
努
め
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は

70
億
６
千
万
円
と
な
り
、平
成
29
年
度
比
較
で

６
億
５
，１
８
８
万
円
、10
．２
％
増
え
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
固
定
資
産
税
の
評

価
替
な
ど
の
た
め
、
平
成
29
年
度
比
較
で

５
，
６
１
６
万
８
千
円
減
り
、
地
方
債
が

１
億
２
，２
０
０
万
円
、
繰
入
金
が
１
億
８
，

３
８
６
万
８
千
円
、
国
庫
支
出
金
が
１
億
５
，

７
９
９
万
６
千
円
増
え
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
城
平
線
跨
線
橋
の
改
修
、
や

す
ら
ぎ
荘
の
解
体
な
ど
の
老
朽
化
関
連
費
用

の
増
、基
金
積
立
金
が
１
億
５
，２
８
４
万
円
、

湯
沢
学
園
整
備
な
ど
の
財
源
と
し
て
借
り
入

れ
た
町
債
の
返
還
金
が
７
，
９
３
３
万
円
増

加
す
る
な
か
で
も
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の

事
業
や
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
事
業
の
推
進

を
図
る
た
め
に
必
要
な
予
算
を
配
分
い
た
し

ま
し
た
。

会計名 歳入歳出予算額

一般会計 7,060,000千円

特別会計

国民健康保険 950,935千円

後期高齢者医療 98,727千円

介護保険 911,531千円

下水道 1,119,025千円

事業会計
水道 歳入 392,830千円 歳出 533,898千円

病院 歳入 485,708千円 歳出 447,472千円

平成３０年度　当初予算の概要

※事業会計の歳入・歳出はそれぞれ

収益収支と資本的収支の合計

額　歳入予算７会計の合計額

11,018,756千円　歳出予算

７会計の合計額11,121,588

千円の予算を編成し、施策の

推進に努めてまいります。

↓
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力
隊
」
を
追
加
募
集
し
、
案
内
業
務
と
情
報

発
信
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

湯
沢
町
観
光
協
会
で
は
、
急
増
中
の
訪
日
外

国
人
の
対
応
に
力
を
注
ぐ
ほ
か
、
２
０
１
９

年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
新
潟
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
先
取
り
し
、

事
業
展
開
を
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光
圏
で
は
、

本
年
度
か
ら
広
域
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

事
業
、
受
入
体
制
整
備
な
ど
、
国
の
新
た
な

支
援
制
度
を
受
け
て
取
り
組
む
予
定
と
聞
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
許
認
可
の
関
係
で
正
式

オ
ー
プ
ン
が
遅
れ
て
い
た
ス
ノ
ー
カ
ン
ト

リ
ー
ト
レ
イ
ル
も
、
今
夏
オ
ー
プ
ン
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
発
信
力
の
強
化
を
目
指
し
、
平
成
28

年
度
か
ら
広
報
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置

し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
町
の
移
住
定
住
促

進
P
R
動
画
が
新
潟
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の

映
像
部
門
で
知
事
賞
を
受
賞
す
る
と
と
も

に
、
新
潟
広
告
賞
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
部
門

で
は
優
秀
賞
、
ポ
ス
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
で
も
奨

励
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
広
報
戦
略

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
任
用
し
、
更
に
情
報
発
信

力
を
磨
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
関
連
で
は
、
平
成

26
年
度
に
創
設
し
た「
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ

ン
交
流
促
進
補
助
金
」
の
利
用
が
こ
れ
ま
で

に
67
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
21
件
は
地

域
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
更

に
拡
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
度
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
理
事
長

等
連
絡
会
議
の
在
り
方
を
二
部
制
と
し
、
一

部
は
例
年
ど
お
り
町
や
警
察
な
ど
か
ら
の
報

告
等
の
場
と
し
、
二
部
は
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
な
ど
を
発
表
し
合

う
な
ど
、
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
者
の
情
報
共
有

の
場
と
い
た
し
ま
す
。

　

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
新
潟
県
指
定
文
化

財「
三
国
街
道
脇
本
陣
跡
池
田
家
」
の
建
物

の
譲
渡
を
受
け
る
と
と
も
に
、
貸
与
を
受
け

る
収
蔵
品
の
取
扱
い
や
展
示
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
協
議
・
検
討
を
進
め
歴
史
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
元
組
織
で
あ
る「
三
俣
未
来
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
と
協
働
し
、「
三
俣
地
域
に
ぎ
わ

い
創
出
支
援
事
業
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

夏
山
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
の
基
地
と
し
て
、
誘
客
活
動
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
施
設
関
連
で
は
、
川
遊
び
で
賑
わ
う

魚
野
川
右
岸
の
景
観
整
備
と
し
て
、
遊
歩
道

を
設
置
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
は
堰
場

第
一
踏
切
か
ら
万
年
橋
ま
で
の
用
地
取
得
と

立
木
の
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
は
万

年
橋
か
ら
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
ま
で
の
測

量
、
用
地
取
得
、
立
木
の
伐
採
な
ど
を
行
い
、

整
備
計
画
の
策
定
と
実
施
設
計
に
着
手
い
た

し
ま
す
。
魚
野
川「
穴
沢
河
川
公
園
」
付
近
の

活
用
は
、
民
間
の
参
入
も
視
野
に
入
れ
た
枠

組
み
の
構
築
に
取
り
組
む
な
ど
、
川
と
川
遊

び
が
湯
沢
の
夏
季
観
光
の
主
力
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
一
方
で
、
事
故

も
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
共
に
事
故
防
止
対
策
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
の
点
検

で
、
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
ワ
イ
ヤ
ー

ケ
ー
ブ
ル
の
張
り
を
保
つ
、
錘
を
吊
る
し
て

い
る
緊
張
索
の
劣
化
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
本
年
度
は
そ
の
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

町
内
で
開
催
さ
れ
る
大
規
模
な
会
議
な
ど

は
、「
元
気
な
観
光
地
づ
く
り
推
進
事
業
補

助
金
」
と「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
推
進
事
業
補
助

金
」
に
よ
り
、
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
が
、
新
規
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
や
多
く

の
宿
泊
が
あ
る
よ
う
な
経
済
効
果
の
高
い
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
を
促
す
よ
う
、
補
助
金
要
綱

の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
越
後
湯
沢
駅
広
域
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
」

の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は「
地
域
お
こ
し
協

　
そ
れ
で
は
、
本
年
度
の
行
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
重
点
施
策
を
総
合
計
画・
後
期
基
本
計
画
の「
ま

ち
づ
く
り
の
６
つ
の
基
本
政
策
」
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
四
季
を
通
じ
て
ま
た
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

行
政
運
営
の
基
本
的
姿
勢
と
重
点
施
策

魚野川「穴沢河川公園」
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人
口
減
少
に
よ
る
住
民
生
活
、

地
域
経
済
、
町
財
政
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
な
か
、
湯
沢
町
は
平

成
27
年
に
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

重
点
目
標
で
あ
る「
若
者
が
生
活
の

場
と
し
て
選
択
す
る
ま
ち
」
を
含

め
、
６
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
本
年
度

も
引
き
続
き
各
種
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、「
若
者
が
住
み

た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
」
の
施

策
と
し
て
、
A
L
L 

Y
O
U
T
H

会
議
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
、
若
者

目
線
の
事
業
も
取
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
化
や
跡
継
ぎ
の
問
題
な
ど
で
、
事
業

継
続
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
事
業
者
を
新

規
参
入
希
望
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
事

業
承
継
を
図
る
仕
組
み
を
湯
沢
町
商
工
会

な
ど
と
連
携
し
て
構
築
す
る
と
と
も
に
、
新

規
投
資
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
起
業
支

援
補
助
金
の
対
象
と
す
る
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
ノ
リ
タ
光

学
跡
地
な
ど
へ
の
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
配
置
し
た
企
業

誘
致
推
進
官
を
引
き
続
き
任
用
す
る
と
と

も
に
、
企
業
誘
致
の
新
た
な
優
遇
策
を
検

討
・
提
案
す
る
な
か
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

農
林
業
関
連
で
は
、
個
人
が
行
う
水
田
基

盤
整
備
に
対
す
る
補
助
制
度
を
改
め
て
創
設

い
た
し
ま
す
。
農
地
の
集
積
・
集
約
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
度
も
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
観

光
部
門
と
と
も
に「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を

追
加
募
集
し
、
外
部
人
材
に
よ
る
農
林
業
の

振
興
や
情
報
の
都
市
部
へ
の
発
信
な
ど
を
通

じ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
働
き
が
い
の
あ
る
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

有
害
鳥
獣
対
応
は
、
国
の
交
付
金
事
業
を

活
用
し
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
小

型
獣
の
檻
貸
し
出
し
を
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、
捕
獲
技
術
の
指
導
も
併
せ
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
大
型
鳥
獣（
ク
マ
・
シ

カ
・
イ
ノ
シ
シ
）
は
、
大
量
出
没
を
招
か
な

い
よ
う
、
猟
友
会
と
協
力
し
て
必
要
数
の
駆

除
・
捕
獲
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
営
の
土
地
改
良
事
業
関
連
で
は
、
平
成

29
年
度
に
着
手
し
た
、
旭
原
の
た
め
池
、
外

山
堰
用
水
路
の
改
修
事
業
を
継
続
い
た
し
ま

す
。
今
年
度
は
調
査
設
計
と
工
事
の
一
部
着

手
と
な
り
ま
す
が
、
新
潟
県
や
地
元
と
協
力

し
な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
結
婚
に
結
び
つ
く「
出
会
い
の
場

づ
く
り
」
は
、
引
き
続
き
南
魚
沼
広
域
計
画

協
議
会
で
取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
27
年
度
か
ら
町
独
自
の
施
策
と
し

て
実
施
し
て
い
る
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
者
を
活
用
し
た「
婚
活
支
援
制
度
」

の
更
な
る
周
知
と
利
用
の
拡
大
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
子
育
て
世
代
が
休
日

や
天
気
の
悪
い
日
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
を

連
れ
て
気
軽
に
集
え
る
交
流
の
場
を
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
で
は
、
訪
問
介
護
事
業
者
へ

の
財
政
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
保
険

料
の
上
げ
幅
を
抑
制
し
、
併
せ
て
、
高
齢
者

団
体
な
ど
の
活
動
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
促

進
す
る
た
め
の
更
な
る
環
境
整
備
と
、
高
齢

者
の
交
通
手
段
の
確
保
対
策
と
し
て
、
福
祉

バ
ス
の
在
り
方
を
見
直
し
、
路
線
バ
ス
を
活

用
し
た
方
式
へ
の
転
換
な
ど
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
健
康
づ
く
り
活
動
」
で
は
、
休

日
検
診
を
継
続
す
る
な
ど
、
受
診
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
精
密
検

査
を
要
す
る
方
へ
の
受
診
勧
奨
を
進
め
、
特

に
糖
尿
病
や
慢
性
腎
臓
病
な
ど
に
つ
な
が
る

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
も
広
報
な
ど
に
よ

る
周
知
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
、
接
種
の
機

会
を
逃
さ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

ALL YOUTH会議
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に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、「
不
当
な
差

別
的
取
扱
い
」
や「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
」

こ
と
が
差
別
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
研
修
会

な
ど
を
通
し
て
啓
発
を
図
り
、
障
が
い
に

対
す
る
理
解
の
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

全
国
的
に
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る「
手
話
言

語
条
例
」
の
制
定
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
「
認
知
症
支
援
Ｓ
О
Ｓ
探
索
訓
練
」

は
、
平
成
29
年
度
を
も
っ
て
大
規
模
な
訓
練

は
終
了
い
た
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
区
域
を

絞
っ
た
な
か
で
の
訓
練
な
ど
、
普
及
啓
発
を

継
続
し
、
地
域
全
体
で
見
守
り
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
郵
便
局
に
よ
る「
み
ま
も
り
訪
問

サ
ー
ビ
ス
」
が
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、
湯

沢
町
を
離
れ
て
暮
ら
す
ご
家
族
の
皆
さ
ま

な
ど
か
ら
ご
利
用
を
い
た
だ
く
よ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
湯
沢
病
院
に
関
し
ま
し
て
は
、
病

床
転
換
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
指
定
管

理
者
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
湯
沢
病
院
が

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
、
ま
た
観
光
の

町
唯
一
の
病
院
と
し
て
、
３
６
５
日
24
時
間

の
診
療
体
制
を
継
続
す
る
た
め
に
、
指
定
管

理
者
と
緊
密
に
連
携
し
、
効
率
的
・
計
画
的

な
医
療
機
器
の
更
新
な
ど
機
能
維
持
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育

て
支
援
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
増
加
へ
の
対
応
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園

で
は
、
近
年
増
加
す
る
３
歳
未
満
児
の
受
入

れ
態
勢
を
確
保
し
、
待
機
児
童
の
無
い
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」
で
は
、
町
民

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
向
上
を
目
指
し
、
引
き

続
き
普
及
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
自
殺
予

防
対
策
の
一
環
と
し
て
、「
地
域
さ
さ
え
合

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
会
」
を
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
は
湯
沢
町
版
の

「
自
殺
対
策
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

介
護
事
業
関
連
で
は
、
湯
沢
町
の
要
介
護

認
定
率
は
約
14
％
と
県
内
で
最
も
低
い
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
の
現
状

を
維
持
す
る
た
め
に
、
介
護
予
防
教
室
を
一

部
拡
充
し
な
が
ら
、
事
業
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
に
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た「
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
た
生
活
支
援
な
ど
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は「
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
初
年
度
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

介
護
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
関
連
で
は
、
今
年
度
が「
第
３

期
障
が
い
者
計
画
」、「
第
５
期
障
が
い
福
祉

計
画
」、「
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
」
の

開
始
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
の
基
本
理

念
で
あ
る『
だ
れ
も
が
安
心
し
、
生
き
が
い

を
も
っ
て
、
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
』
の
実
現
に
向
け
て
、「
社
会
参
加
の

促
進
」、「
生
活
の
場
・
働
く
場
の
確
保
」
な

ど
の
基
本
目
標
を
踏
ま
え
、
関
係
者
及
び
関

係
機
関
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
懸
案
の「
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
」
の
設
置
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
就
労
移
行
支
援
事
業
に

加
え
て
、
本
年
度
か
ら
就
労
定
着
支
援
事
業

に
も
着
手
す
る
な
ど
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
、

湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
も「
法
人
と
し
て

成
年
後
見
人
に
就
任
」
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
本
制
度
の
充
実

認知症 SOS探索訓練

総合子育て支援センター
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防
災
ラ
ジ
オ
の
受
信
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
を
完

了
し
、
町
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
防
災
ラ
ジ
オ
の

受
信
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
度

は
防
災
ラ
ジ
オ
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
の
情
報
収
集
や
連
絡
手
段
と
し
て
有

効
な
無
線
L
A
N
を
指
定
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
旧
湯
沢
・
旧
土
樽
・
旧
三
俣
小
学
校
体
育

館
、
湯
沢
学
園
第
二
体
育
館
、
宿
場
の
湯
、

湯
沢
町
公
民
館
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
頻
発
す
る
地
震
災
害
に
備
え
、
引

き
続
き
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
の
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
で
は
、
平
成
29
年
度
に「
空
き

家
実
態
調
査
」
を
実
施
し
、
所
有
者
の
特
定

及
び
利
用
の
意
向
調
査
等
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
こ
の
結
果
を
分
析
し

た
う
え
で
、
近
隣
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
と
移
住
定
住
促
進
の
両
面
か
ら
、
対
応
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
有
効
性
が
社
会
的
に
認
知

さ
れ
る
な
か
、
平
成
29
年
度
に
は
町
内
会
な

ど
が
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
を
助
成

す
る
た
め「
湯
沢
町
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金

交
付
要
綱
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

本
年
度
は
役
場
庁
舎
と
西
中
４
号
線
地
下
道

（
４
機
）
へ
の
取
り
付
け
を
予
定
し
て
お
り
、

今
後
と
も
、
必
要
な
公
共
施
設
に
は
順
次
、

設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
国
、
県
お
よ
び

町
民
の
皆
さ
ま
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安

全
で
効
率
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
歩
道

除
雪
も
通
勤
通
学
路
を
中
心
に
適
切
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。
建
物
関
連
で
は
、
克
雪

住
宅
整
備
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
事
業
用
施

設
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
三
俣
地
区
の
下
水
道

が
供
用
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

土
樽
松
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
て
、
湯

沢
処
理
区
へ
編
入
す
る
た
め
の
計
画
な
ど
に

つ
い
て
、検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
道
路
・

橋
梁
、
河
川
・
水
路
、
公
園
、
水
道
・
下
水
道

　

環
境
関
連
で
は
、
南
魚
沼
市
・
魚
沼
市
と
共

同
設
置
す
る
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建
設
予
定
地

を「
国
際
大
学
所
有
地
」
と
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
今
後
は
周
辺
町
内
会
等
へ
の
説
明
会
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
事
務
局
で
は

施
設
の
規
模
や
地
域
支
援
策
等
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
分
別
や
ご

み
処
理
手
数
料
な
ど
の
統
一
化
に
つ
い
て
の

協
議
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、「
し
尿

等
受
入
施
設
」
は
本
体
工
事
が
完
了
し
、
４

月
よ
り
供
用
開
始
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
や
熱

利
用
な
ど
に
関
し
ま
し
て
は
、
内
容
を
充
実

さ
せ
、
新
た
に「
湯
沢
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
促
進
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
を

制
定
し
、
こ
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

事
業
系
生
活
雑
排
水
汚
泥（
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ

プ
汚
泥
）
の
処
理
で
は
、
近
傍
に
民
間
の
処

理
施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、
南
魚
沼
市
環
境

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が「
し
尿
等
受
入
施
設
」
の
移
転
を
機
に
、
民

間
処
理
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

処
理
費
用
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
本
年
度
よ
り
３

年
間
、
処
理
費
の
一
部
を
助
成
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
社
会
情

勢
や
年
々
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事
情
を
踏
ま

え
れ
ば
、
公
共
施
設
の
統
合
や
廃
止
は
避
け

て
通
れ
な
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
本

年
度
は
、
平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
た「
湯
沢

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、

老
朽
化
の
著
し
い「
老
人
憩
い
の
家
や
す
ら
ぎ

荘
」
の
取
り
壊
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

近
年
、
各
地
で
発
生
し
て
い
る
大
規
模
な

自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
、
住
民
の「
防
災
」
へ

の
意
識
は
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
町
で
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
緊
急

　
自
然
と
共
に
生
き
、快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

防犯カメラの設置

歩道除雪
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湯
沢
学
園
関
連
で
は
、「
学
校
」
と「
認
定

こ
ど
も
園
」
を
統
合
し
２
年
が
経
過
す
る
な

か
、
様
々
な
交
流
を
含
め
連
携
を
深
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
本
年
度
、
湯
沢
学
園
で
開
催

さ
れ
る「
小
中
一
貫
教
育
新
潟
県
連
絡
協
議

会
総
会
・
研
修
会
」
の
機
会
を
活
か
し
な
が

ら
、
保
小
中
一
貫
教
育
の
更
な
る
充
実
を
図

り
、
連
続
性
の
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

就
学
援
助
制
度
に
基
づ
く
、
本
年
度
の
新

中
学
校
１
年
生
の
入
学
準
備
金
は
、
今
月
支

給
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
新
小
学
校
１
年
生

へ
の
支
給
は
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
家
庭

や
地
域
と
連
携
し
た
学
校
運
営
に
取
り
組

み
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
継
続
・
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
、
湯
沢
町

で
開
催
さ
れ
る
新
潟
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
の
充
実
と
活
用
に
よ
り
新

た
な
公
民
館
講
座
、
公
民
館
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
、
新
規
事
業
提
案
等
に

対
応
す
る
た
め
に
、
指
定
管

理
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ユ
タ
州
マ
グ
ナ
と
の
姉
妹

都
市
交
流
事
業
で
は
、
派
遣

生
徒
の
増
加
に
努
め
る
と
と

も
に
、
受
入
れ
先
と
な
る
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

確
保
し
、
交
流
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
３
年
ご
と
の
固
定
資
産
税
の
評

価
替
の
年
で
あ
り
、
固
定
資
産
税
は
減
少
い

た
し
ま
す
。
住
民
税
関
係
で
は
、
平
成
29
年

11
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
基
づ
く
情

報
連
携
が
本
格
稼
働
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

事
務
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
適
正
な
課
税

に
利
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
徴
収
関
係
で
は

市
町
村
と
県
の
合
同
徴
収
組
織
で
あ
る「
新

潟
県
地
方
税
徴
収
機
構
」
が
、
高
い
徴
収
率

ク
ー
ル
研
修
会
で
、
湯
沢
町
の
取
組
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
来
町
さ
れ
る
皆
さ
ま
か
ら

多
く
の
情
報
を
頂
き
、
今
後
の
活
動
に
役
立

て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
キ
ー
振
興
で
は
、
全
国
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
に
向
け
て
育
成
強
化
を
図
る
た
め
、
ス

キ
ー
指
導
者
の
確
保
と
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
育

成
会
活
動
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
22
回
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
は
、
２
年

連
続
で
出
品
数
が
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
本

年
度
も
募
集
方
法
な
ど
を
工
夫
し
、
出
品
者
・

来
場
者
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
童
画
美
術
館
建
設
関
連
で
は
、
本
年
度

は
建
設
に
向
け「
町
と
し
て
の
考
え
を
ま
と

め
、
そ
の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
な
ど
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
関
連
で
は
、
地
区
館
事
業
の
少

な
い
地
域
の
事
業
を
推
進
し
、
地
域
内
の
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
人
材
バ
ン

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
、
県
や
他
自
治
体
か

ら
徴
収
技
術
を
習
得
で
き
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
税
務
課
職
員
を
派
遣
し
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
税
収
入
は
町
財

政
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
課
税

と
税
収
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
税
収
が
減
少
す
る
地

方
自
治
体
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
湯
沢
町
も

の
維
持
管
理
関
連
で
は
、
法
定
点
検
や
長
寿

命
化
計
画
・
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
基
づ
き
、
改
修
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
主
水
公
園
な
ど
の
整
備
を
行
う
た

め
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

を
進
め
る
と
と
も
に
、
現
状
を
ベ
ー
ス
に
将

来
を
見
込
ん
だ
土
地
利
用
の
検
討
を
行
い
、

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
誰
も
が
学
べ
、個
性
を
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
持
続
可
能
な
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

→

姉妹都市マグナとの交流事業
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本
年
度
は
４
億
円
を
予
算
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
町
の
返
礼
品
は
、
地
元
へ
の
経
済
効

果
が
大
き
い
応
援
感
謝
券
で
あ
り
ま
す
が
、

湯
沢
町
を
訪
れ
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
も
寄

附
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
返
礼
品
も
検

討
し
、
寄
附
金
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

南
魚
沼
市
、
魚
沼
市
、
湯
沢
町
の
２
市
１

町
で
形
成
し
た
魚
沼
地
域
定
住
自
立
圏
で

は
、
平
成
29
年
度
に
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
特
性
と
資
源
を
活
か
し
た
住
み
よ
い
圏
域

を
つ
く
る
た
め
、
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
ま

る
こ
と
を
実
践
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
分
か

り
や
す
い
情
報
発
信
を
行
う
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
資
質
向
上
の
た

め
市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
実
施
し
て
い
る

い
り
ま
す
。

　

業
務
の
執
行
体
制
と
し
て
、
小
規
模
な
基

礎
的
自
治
体
で
あ
る
湯
沢
町
で
は
、
日
々
進

歩
す
る
情
報
通
信
技
術
の
な
か
で
、
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
職
員

を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
度
か
ら
情
報
関
連
業
務
に

か
か
る
支
援
業
務
を
民
間
業
者
に
委
託
し
、

専
門
家
と
し
て
の
知
見
を
活
用
し
た
情
報
シ

ス
テ
ム
の
調
達
及
び
導
入
管
理
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

来
年
度
か
ら
包
括
的
な
業
務
委
託
を
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

り
職
員
確
保
の
問
題
を
解
消
す
る

と
と
も
に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
デ
ー
タ
移
行
、
機
器
設
置
等

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
及
び
シ
ス

テ
ム
保
守
、
運
用
等
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
職
員

の
定
員
適
正
化
計
画
は
目
標
年
度

に
は
達
成
で
き
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

湯
沢
町
の
職
員
関
連
で
は「
湯
沢

町
職
員
行
動
規
範
」
に
掲
げ
る
よ

う
に
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

各
種
の
事
務
研
修
に
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

自
己
研
鑽
の
た
め
の
自
主
研
修
制
度
の
活
用

も
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

終
わ
り
に

　

以
上
、
平
成
３０
年
度
の
町
政
運
営
に
当
た
り
、
施
政
方
針
並
び
に
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
主
要
な
施
策
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、
説
明
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。

　

日
本
の
人
口
が
大
き
く
減
少
す
る
な
か
で
、
国
・
県
と
も
に
、
こ
の
対
策

を
最
重
要
課
題
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
駆
使
し
て
、
こ
の
難
題
を
解
決
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
私
は
こ
こ
に
掲
げ
た
事
業
を
確
実
に
進
め
、
湯
沢
町
で
暮

ら
す
全
て
の
皆
さ
ま
が
、
こ
の
町
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
豊
か
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
・
県
や
関
係
諸
団
体
に
対
し
、
強
く
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、

そ
し
て
、
ご
支
援
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
「
す
べ
て
は
町
民
の
た
め
に
」
を
強
く
意
識
し
、
国
と
の
人
事
交
流

を
図
り
な
が
ら
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
決

意
を
表
明
し
、
平
成
３０
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
６
日　

湯
沢
町
長　

↓

ありがとう湯沢　応援感謝券

　9



　

③ 

①
と
②
を
各
5
，0
0
0
円
分

　

※
①
～
③
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

　
　
（
一
人
一
回
限
り
）

 

申
請
の
手
順 

　

➊
南
魚
沼
警
察
署
交
通
課
で
、
本
人
が
運
転

免
許
証
（
有
効
期
限
内
の
も
の
）を
持
参

し
て
返
納
申
請
を
行
う
。（
土
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
、
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
）

　

➋
湯
沢
町
役
場
環
境
農
林
課
で
申
請
手
続

　
　

き
を
行
う
。

　

◆
必
要
書
類

　

・
返
納
時
に
交
付
さ
れ
た
「
申
請
に
よ
る

　
　

運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

　

・
町
の
支
援
事
業
申
請
書（
警
察
署
窓
口
、

　
　

役
場
窓
口
に
用
意
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

　
　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

◆
申
請
期
限　

　

 

・
免
許
返
納
日
か
ら
6
か
月
以
内

 

申  

・  

問 　

　

環
境
農
林
課

　

☎
7
8
8 

・
0
2
9
1

　

湯
沢
町
で
は
成
人
式
の
第
2
部
を
新
成
人

の
実
行
委
員
が
企
画
・
立
案
・
運
営
し
、
一

生
に
一
度
し
か
な
い
節
目
の
式
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
湯
沢
町
成
人
式
実
行
委
員
と

し
て
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
式
典
は
8
月
14
日
㊋
、
公
民
館
を

会
場
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

対 　

平
成
24
年
度
湯
沢
中
学
校
卒
業
生
の
方
。

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
湯
沢
町
民
の
方
。

　
　

 

募
集
人
員
…
若
干
名

 

内 　

式
典
第
１
部 

受
付
等
の
補
助
、式
典
後
の

第
２
部
「
実
行
委
員
会
主
催
イ
ベ
ン
ト
」

の
内
容
検
討
な
ど
。

 

申 　

次
の
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、湯
沢
町
公

民
館
ま
で
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

①
氏
名 

②
生
年
月
日 

③
現
住
所 

④
連

絡
先（
電
話
番
号
及
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

⑤
職
業
（
例

：
学
生
、
会
社
員
等
）

　
　

 

締
め
切
り
…
４
月
20
日
㊎

※
第
１
回
成
人
式
実
行
委
員
会
を
５
月
上
旬
に

　

実
施
予
定
で
す
。

 

問 　

湯
沢
町
公
民
館　

　
　 

☎
7
8
4 

・
2
4
6
0　

　
　

 

FAX
7
8
4 

・
3
7
3
7

　
　

  
ko

um
inkan@

to
w

n.yuzaw
a.lg

.jp

　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
は
、
加
齢

に
伴
う
身
体
機
能
や
判
断
力
の
低
下
な
ど
に

よ
り
、「
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。」、

「
も
う
運
転
し
な
い
の
で
運
転
免
許
証
を
返

納
し
た
い
。」
と
い
う
方
が
、
運
転
免
許
証
の

有
効
期
限
内
に
自
主
的
に
返
納
で
き
る
制
度

で
す
。

　

湯
沢
町
で
は
支
援
策
と
し
て
、
自
主
返
納

し
た
方
へ
公
共
交
通
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

　 

対
象
者 

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
満
65
歳
以
上
の
方

で
、
す
べ
て
の
種
類
の
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
方
。

 

支
援
の
内
容 

　

①
越
後
交
通
株
式
会
社
バ
ス
回
数
乗
車
券

　
　

1
0
，0
0
0
円
分

　
　
（
１
０
０
円
券
12
枚
綴
×
10
組
）

　

②
ユ
ー
タ
ン
券（
タ
ク
シ
ー
利
用
可
）　
　

　
　

1
0
，0
0
0
円
分

　
　
（
５
０
０
円
券
×
20
枚
）

成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

おら

しせ
町から

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

を
支
援
し
ま
す

おら

しせ
町から

湯
沢
町
議
会
一
般
質
問

　
　
　

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
予
定

「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
3
月
町
議
会
定
例
会

一
般
質
問
の
録
音
音
声
を
放
送
し
ま
す
。

 

放
送
日
程 　

　

平
成
30
年
3
月
26
日
㊊
～
3
月
30
日
㊎

　

午
後
2
時
～

【
一
日
あ
た
り
2
時
間
程
度
、
最
大
5
日
間

（
土
・
日
曜
日
は
放
送
が
あ
り
ま
せ
ん
。）

に
分
け
て
放
送
す
る
予
定
で
す
。】

○
放
送
予
定
議
員
（
質
問
順
、
敬
称
略
）

・
角
谷　

勉

・
田
村　

計
久

・
髙
橋　

五
輪
夫

・
並
木　

利
彦

・
岸
野　

雅
人

・
髙
橋　

政
喜

・
佐
藤　

守
正

・
関　
　

忠
夫

・
南
雲　

正

※
放
送
時
間
の
都
合
上
、
順
番
が
入
れ
違

　

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

 

問 　

議
会
事
務
局

　
　

☎
７
８
４
・ 

３
１
１
５
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４
月
１
日
㊐
か
ら
７
日
㊏
ま
で
、
春
の
新

潟
県
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

暖
房
器
具
を
使
う
際
は
、
火
の
取
り
扱
い

に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

積
雪
や
除
雪
等
に
よ
り
灯
油
や
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
の
配
管
に
損
傷
が
な
い
か
再
度
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

問 　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
☎
７
８
２
・ 

５
３
３
０

　

   

湯
沢
消
防
署

　
　

☎
７
８
４
・ 

３
３
７
７

 

日 　

４
月
15
日
㊐　

午
後
１
時
～
３
時

 

場 　

イ
オ
ン
六
日
町
店　

２
階

※
不
妊
・
去
勢
手
術
の
実
施
と
完
全
室
内
飼

い
が
条
件
で
、
基
本
健
康
診
断
費
用
等
が

か
か
り
ま
す
。
引
き
渡
し
は
後
日
、
ご
自

宅
に
な
り
ま
す
。

 

問 　

魚
沼
ア
ニ
マ
ル
サ
ポ
ー
ト　

笛
木

　
　

☎
０
９
０
・ 

１
５
３
３
・ 

４
８
０
５

　

湯
沢
学
園
図
書
室
の
4
月
の
一
般
開
放
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
開
放
日
は
土
曜
日
の
み
と
な
り
ま
す
。

 

日 　

4
月
7
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

 　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時 　

 

 

貸
出
期
間 

　

14
日
間
（
湯
沢
町
公
民
館
図
書
室
と
同
じ
）

  

蔵 

書 

数  

　

児
童
生
徒
用
図
書　

約
１
７
，０
０
０
冊

　
（
一
般
閲
覧
可
、
一
般
貸
出
不
可
）

　

一
般
用
図
書　

約
１
，２
０
０
冊

　
（
一
般
閲
覧
・
貸
出
可
）

※
児
童
生
徒
が
学
校
バ
ー
コ
ー
ド
を
利
用
し

て
借
り
る
場
合
は
、
児
童
生
徒
用
図
書
・

一
般
用
図
書
と
も
に
閲
覧
・
貸
出
可
。

・
図
書
貸
出
に
つ
い
て
は
公
民
館
図
書
室
の

　

図
書
利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
（
事
前
に
公
民
館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

・
貸
出
検
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、学
園
図
書

室
、
公
民
館
図
書
室
の
蔵
書
検
索
が
で
き

ま
す
。

・
地
域
交
流
棟
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
玄
関
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

問 　

湯
沢
町
公
民
館

　
　

 

☎
７
８
４
・ 

２
４
６
０

　

5
月
1
日
と
2
日
を
休
む
と
9
連
休
！

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
け
る
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

休
暇
の
取
得
促
進
に
向
け
て
は
、
労
使
が

協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
具

体
的
に
は

　

①
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
社
内
へ
の

　
　

休
暇
取
得
促
進
の
呼
び
か
け

　

②
管
理
者
が
率
先
し
て
休
暇
取
得

　

③
労
働
組
合
な
ど
に
よ
る
企
業
、

　
　

従
業
員
へ
の
働
き
か
け

　

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

計
画
的
な
休
暇
の
取
得
の
た
め
に
事
業
場

全
体
の
年
間
計
画
に
、
年
次
有
給
休
暇
を
組

み
込
み
ま
し
ょ
う
。

 

問 　

新
潟
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室　

　
　

 

☎
0
2
5
・ 

2
8
8
・ 

3
5
1
1

　道路への雪捨て

は、路面状況を悪

化させ交通事故に

つながります。

　また、道路への

雪捨ては道路法、

新潟県道路交通法施行細則により禁止さ

れており、違反者には罰則規定も設けら

れています。

　ルールやマナーを守って除雪作業を行

いましょう。

 問 　南魚沼警察署　交通課

　　 ☎ 770ー 0110

道路への雪捨ては

　　やめましょう！

湯
沢
学
園
図
書
室

　
　

4
月
の
一
般
開
放
日

おら

しせ
町から

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

おら

しせ
他団体

春
の
火
災
予
防
運
動
が

　
　
　
　

実
施
さ
れ
ま
す

おら

しせ
他団体

猫
の
譲
渡
会

イン

ベト
他団体

 日  ：日時・期間 　 場  ：会場 　 内  ：内容 　 対  ：対象・定員 　 費  ：参加費・入場料 　 持  ：持ち物 　 申  ：申し込み 　 問  ：問い合わせ　11



　

新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た

地
元
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

日 　

４
月
27
日
㊎ 

午
後
２
時
～
４
時
ま
で

　
　
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

 

場 　

南
魚
沼
市
民
会
館

　
　
（
南
魚
沼
市
六
日
町
８
６
５
）

 

対 　

平
成
31
年
３
月
に
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
を
卒
業
予
定
の
学
生
及
び

既
卒
概
ね
３
年
以
内
の
者

 

参
加
企
業 

　

新
規
大
卒
等
を
対
象
と
し
た
採
用
計
画
が

あ
り
、
魚
沼
市
・
南
魚
沼
市
・
湯
沢
町
に
就

業
地
を
予
定
し
て
い
る
企
業
約
30
社

※
詳
し
い
内
容
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

問 　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼　

学
卒
担
当

　
　

 

☎
７
７
２
・ 

３
１
５
７

　

法
務
局
南
魚
沼
支
局
と
南
魚
沼
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
で
は
、
次
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
を
対
象
に
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

 

内 　

①
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続
等
）、

親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩

み
ご
と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
様
々
な
問
題

②
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、
外
国

　

人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題

　

相
談
担
当
者

：

人
権
擁
護
委
員

 

日 　

4
月
15
日
㊐ 　

　
　

 

午
後
１
時
～
午
後
４
時

 

場 　

南
魚
沼
市
役
所
塩
沢
庁
舎

　
　

 

２
０
１
・ 

２
０
２
会
議
室

　
　

 

（
南
魚
沼
市
塩
沢
）

 

日 　

４
月
1９
日
㊍

　

 　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

 

場 　

広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

 

（
魚
沼
市
今
泉
）

※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

　

ま
で

 

問 　

新
潟
地
方
法
務
局　

南
魚
沼
支
局

　

 　

☎
７
７
２ 

・ 

２
１
６
４

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回
収

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

回
収
す
る
油
は
植
物
系
の
天
ぷ
ら
油
の
み

で
す
！
（
菜
種
油
、
大
豆
油
、
ご
ま
油
、
コ
ー

ン
油
、
サ
ラ
ダ
油
な
ど
）

　

ご
み
の
減
量
や
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た

め
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
は
捨
て
ず
に
回
収

場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
の
使
用
済
み

　
　

天
ぷ
ら
油
の
回
収
は

4
月
16
日
㊊
～
20
日
㊎

 

役　

場　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

 

公
民
館　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

  

※
正
面
玄
関
前
で
行
い
ま
す

毎
週
火
曜
日

  

湯
沢
町
資
源
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
中
子
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

①
水
、
天
か
す
等
の
異
物
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

②
必
ず
油
の
入
っ
て
い
た
容
器
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。（
缶
入
り
製
品
の
場
合
の
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
可
。）

③
容
器
の
フ
タ
は
し
っ
か
り
締
め
て
く
だ
さ
い
。

④
設
置
さ
れ
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
容
器
を

　

 

立
て
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
用
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
油
が
対
象
で
す
。

※
賞
味
期
限
の
切
れ
た
油
も
回
収
し
ま
す
。

 

問 　

湯
沢
町
役
場　

環
境
農
林
課　

　
　

☎
７
８
８ 

・
０
２
９
１

平成２８年 平成２9年

4　月 160 ㍑ 400 ㍑

５　月 200 ㍑ 300 ㍑

６　月 200 ㍑ 400 ㍑

７　月 180 ㍑  200 ㍑

８　月 210 ㍑  180 ㍑

９　月 200 ㍑ 300㍑

 １０ 月 200 ㍑ 300㍑

 １１  月 210 ㍑ 100㍑

 １２  月 1１0 ㍑ 250㍑

 １　月 100 ㍑ 50㍑

 ２　月 0 ㍑ 140㍑

 ３　月 2８0 ㍑

合  計 ２,050 ㍑ 2,620 ㍑

人
権
な
ん
で
も

　
　
　
　

相
談
所
開
設

おら

しせ
他団体

２
０
１
９
南
魚
沼
就
職

　
　
　

ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

おら

しせ
他団体

　本年も融雪出水の時期を

迎えました。万全の体制を

もって対応をしているとこ

ろではあり

ますが、清

津川の増水

には十分注

意してくだ

さい。

 問 　電源開発株式会社

　　 奥清津発電所

　　 ☎ 789 ー 2707

雪 融 け に よ る

清津川の増水に

ご注意ください

　広報ゆざわ　H30. 3. 25 　12



 

申 　

申
請
書
を
記
入
の
上
、5
月
18
日
㊎
ま
で

に
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 

問 　

湯
沢
町
共
同
募
金
委
員
会

　
　

 （
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　 

☎
７
８
４
・ 

４
１
１
１

　

新
潟
県
弁
護
士
会
が
弁
護
士
を
町
に
派
遣

し
法
律
相
談
を
し
て
い
ま
す（
年
4
回
、無
料
）。

平
成
30
年
度
の
第
1
回
目
は
、
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
予
約
制
で
、
相
談
時
間
は

1
人
30
分
程
度
で
す
（
定
員
6
名
）。
相
談
で

き
る
方
は
湯
沢
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
す
。

　

受
付
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申

し
込
み
受
付 

3
月
26
日
㊊
か
ら
）

 

日
時 　

4
月
18
日
㊌　

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

 

会
場 　

湯
沢
町
役
場

　

湯
沢
町
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
配

分
を
財
源
と
し
、
平
成
31
年
度
に
行
う
地
域

福
祉
活
動
事
業
や
平
成
30
年
度
歳
末
に
行
う

地
域
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
団
体
、
町

内
会
等
で
希
望
さ
れ
る
団
体
は
申
請
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

対
象
団
体 

　

湯
沢
町
内
で
社
会
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い

る
社
会
福
祉
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

福
祉
団
体
、
町
内
会
等

 

助
成
交
付 

　

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成

　
　

…
平
成
31
年
５
月
頃

　

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
助
成

　
　

…
平
成
30
年
12
月
頃

 

対
象
経
費 

　

・
地
域
福
祉
を
目
的
と
し
た
福
祉
団
体
や

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
活
動
費

　

・
町
内
会
等
が
行
う
小
地
域
で
の
福
祉
推
進

　
　

の
た
め
の
活
動
費

 

申  

・  

問 　

総
務
管
理
課　

総
務
係　

　
　
　
　  

☎
7
8
4
・ 

3
4
5
1

※
第
2
回
目
の
無
料
相
談
会
の
開
催
は
、7
月

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

日 　

4
月
7
日
㊏　

　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

　
　
（
受
付
午
後
3
時
ま
で
）

 

場 　

南
魚
沼
市
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

 

大
会
議
室

 

内 　

集
団
予
防
接
種
で
B
型
肝
炎
に
な
っ
た

人
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
弁
護
士

に
よ
る
相
談
会
（
個
人
情
報
厳
守
）

　

事
前
申
し
込
み
優
先
。
当
日
、
会
場
で
の

申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

 

問 　

全
国
B
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　
　

 

全
国
B
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
弁
護
団

　
　

 

代
表　

弁
護
士 

足
立
定
夫

　
　 
☎
0
2
5 

・
2
2
3 

・
1
1
3
0

 

受
験
資
格 　

　
（
１
）昭
和
63
年
4
月
2
日
～
平
成
9
年
4

　
　
　

月 

1
日
生
ま
れ
の
者

　
（
２
）平
成
9
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

　
　
　

者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　
　
　

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
31

年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

　
　
　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
　
　
　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

 

日 　

第
一
次
試
験
日　

6
月
10
日
㊐

 

場 　

新
潟
市

 

申 　

受
付
期
間
3
月
30
日
㊎
～
4
月
11
日
㊌

　
　 

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

　
　

 

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

 

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
用
受
験

　
　

案
内
ア
ド
レ
ス
▽http://w

w
w

.jinji.go.jp/

sa
iy

o
/
sik

e
n

/jyu
k
e

n
n

a
n

n
n

a
i/

jyukennannnai_rouki.pdf

　

 

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
専
用
ア
ド

　
　

レ
ス
▽h

ttp
://w

w
w

.jin
ji-sh

ike
n

.

　
　

  g
o.jp/juken.htm

l

 

問 　

新
潟
労
働
局　

総
務
部　

総
務
課

　
　
（
担
当

：

人
事
係
）

　
　 

☎
0
2
5 

・
2
8
8 

・
3
5
0
0

 日  ：日時・期間 　 場  ：会場 　 内  ：内容 　 対  ：対象・定員 　 費  ：参加費・入場料 　 持  ：持ち物 　 申  ：申し込み 　 問  ：問い合わせ

弁
護
士
に
よ
る
B
型
肝
炎

特
措
法
無
料
相
談
会

おら

しせ
他団体

「
労
働
基
準
監
督
官
」

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

募　

　集
他団体

新
潟
県
弁
護
士
会
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

おら

しせ
町から

募
金
助
成
事
業
申
請
団
体

を
募
集
し
ま
す

おら

しせ
他団体

　13



　年度の変わり目は、進学や就職、転入などで国民健康保

険の異動が増える時期です。次に該当する場合は、必ず手

続きをされるようお願いします。

　就職や退職などをした場合に、勤務先の健康保険担当者

が手続きをしてくれることはなく、自分か同一世帯の人に

よる手続きが必要です。

国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療制度 からの お知らせ

届出が必要なとき 必要なもの

社
会
保
険
等
の

切

り

替

え

・就職した（→社会保険等に加入した）

・家族を社会保険等の扶養にした

・湯沢町国保の被保険者証

・社会保険等の被保険者証

・資格取得連絡票

・退職した（→社会保険等を離脱した）

・家族を社会保険等の扶養から外した
・資格喪失連絡票

住 

所 

等 
の 
変 

更

・町外から転入してきたとき ・転出証明書

・町外へ転出するとき ・湯沢町国保の被保険者証

・就学のために転出するとき

  （※町の国保に加入します）

・湯沢町国保の被保険者証

・在学証明書または学生証の写し

・町外に住所のある学生が卒業などで

　学生でなくなったとき

・湯沢町国保の被保険者証

  （被保険者証に ㊫ と入っているもの）

＜加入の場合＞

・加入した月までさかのぼり、国保税が課税されます。

・保険証がない間、医療機関での支払は全額自己負担と

　なります。

＜脱退の場合＞

・他の健康保険料と国保税を二重で負担することになり

　ます。

・他の健康保険に加入後、国保の保険証で医療機関を受

　診しますと、国保が負担した医療費を返納していただ

　くことになります。

国保に関する届出が遅くなると…

異動が生じたら  14日以内  に届出してください

すべての手続きにおいて、

も併せてご持参ください

免許証などの

本人確認書類

印鑑

 問 　町民課　☎ 784 － 3453

＝ 国民健康保険に関する届出を忘れずに ＝

　広報ゆざわ　H30. 3. 25 　14



＝ 後期高齢者医療制度の保険料率などが変わります ＝

〇平成 30・31年度の保険料率

　新潟県後期高齢者医療広域連合では、平成 20年度の制度開始からこれまで保険料率を据え置いてきましたが、

今後、被保険者数や医療給付費等の増加が見込まれることから、被保険者の方の負担をできる限り抑制するため

に、広域連合決算剰余金と新潟県に設置している財政安定化基金を活用したうえで、平成 30年度より保険料率の

引き上げを行いました。

※１人当たりの保険料賦課限度額は、中低所得者の保険料負担の軽減を目的として、平成 30年度以降 57万円から

　62万円に引き上げとなります。

〇保険料の計算方法（年額）
　保険料は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計です。

前年中の総所得金額等や世帯の所得状況により、個人単位で賦課します。

　平成30年4月1日から、町民税課税世帯の方の入院時食事代の標準負担額（自己負担額）が引き上げられます。

年間保険料額
（限度額 62万円）
※ 100円未満切り捨て

均等割額
１人当たり

36,900円
＝ ＋

所得割額
（前年中の総所得金額等 － 基礎控除額 33万円）

× 所得割率 7.40％

区　　　分
平成30年3月まで 平成30年4月から

標準負担額（1食） 標準負担額（1食）

町民税課税世帯の方 360円 460円 （※ 1）

町民税
非課税世帯の方

入院日数が 90日以内 210円 210円

入院日数が 91日以上 160円 160円

所得が一定基準に満たない世帯
（※ 2）で 70歳以上の方

100円 100円

＝ 平成30年4月1日から入院時の食事代が変わります ＝

※ 1　指定難病の方や小児慢性特定疾病の方は 260円（変更なし）になります。

※ 2　世帯の所得が必要経費・控除（公的年金控除を 80万円として計算）を差し引いたときに 0円となる世帯。

　町民税非課税世帯の方（保険税・料に滞納がないこと）は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関へ

提示する必要がありますので、事前に役場町民課に申請してください。

保険料率に関する
お問い合わせは…

新潟県後期高齢者医療広域連合  資格保険料係 ☎ 025ー 285ー 3222

湯沢町役場　町民課 国保給付係　　　　　　 ☎ 784ー 3453
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固定資産課税台帳等の縦覧・閲覧  問 　税務課　☎７８４－３４５２

固定資産課税台帳
　固定資産課税台帳のうち自己の資産について記載された部分を見る
　ことができるとともに、借地・借家人等も課税台帳の閲覧ができます。

閲覧できる方 閲覧に必要な書類 閲覧物件

納税義務者、その代理人および同居の親族
本人確認ができる運転免許証や健康保険証など
※代理人の場合は上記のほかに委任状が必要

当該納税義務者に関わる
固定資産

借地人
・土地の賃借権を有する者
・その他の使用または収益を目的とする権利　
　（対価が支払われているもの）を有する者

賃貸借契約書の原本など契約関係の証明ができ
るものと、本人確認ができる運転免許証や健康
保険証など

当該権利の目的である
土地

借家人
・家屋の賃借地を有する者
・その他の使用または収益を目的とする権利　
　（対価が支払われているもの）を有する者

賃貸借契約書の原本など契約関係の証明ができ
るものと、本人確認ができる運転免許証や健康
保険証など

当該権利の目的である
家屋およびその敷地で
ある土地

固定資産の処分をする権利を有する一定の者
・所有者（賦課期日後に取得した者）
・破産管財人等

税務課までお問い合わせください
当該権利の目的である
固定資産

湯沢町役場税務課

平成３０年度　土地・家屋価格等縦覧帳簿
　納税者が所有する土地・家屋の価格と、他の納税者の土地・家屋の価格を比較できる
　ように、縦覧ができます。

閲覧できる方と閲覧物件

閲覧

閲覧場所

・２５０円（ただし、下記の土地・家屋価格等 縦覧帳簿の

　　　　縦覧期間中は無料）

・コピー代　１枚につき３０円閲覧期間

縦覧

通年　午前 8時 30分～午後 5時 15分

（役場閉庁日を除く）　

※平成 30年度分は４月２日㊊から

湯沢町役場税務課

縦覧場所 手数料

手数料

無料

縦覧期間

４月２日㊊～５月 31日㊍
午前８時 30分～午後５時 15分（役場閉庁日を除く）

縦覧できる方

○土地・家屋の固定資産税納税者および同居の親族

○納税者の代理人（委任状が必要）

縦覧帳簿

○土地価格等縦覧帳簿

　所在地番、地目、地積、価格

○家屋価格等縦覧帳簿

　所在地番、家屋番号、用途、構造、床面積、価格

 帳簿や台帳の内容について、電話での問い合わせ 
 にはお答えしていません。ご了承ください。 
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事業  及び　 受付期間 補　助　対　象 補助率及び補助金 担当課

湯沢町住宅
　リフォーム支援事業
 （4月 2日～ 12月 28日） 

町内に所在する個人
所有の住宅及び併用
住宅のリフォーム工
事を行うもの

過去に補助
金の交付を
受けたもの・
住宅は、交
付できない
か、限度額
との差額に
なります

２０％
（限度額１０万円）

建設課
☎７８４－
 ４８５２

湯沢町事業用施設
　リフォーム支援事業
 （4月 2日～ 12月 28日） 

町内に所在する事業
用施設のリフォーム
工事を行うもの

２０％
（限度額１０万円）

湯沢町克雪
すまいづくり支援事業
 （4月 2日～ 10月 31日） 

克雪住宅（融雪式・耐
雪式・落雪式）を新築・
増築または改良する
もの

１３.２％～２２％
（限度額３３万円
～５５万円）
※世帯状況や住

宅の形式によ
り、補助率・限
度額が異なり
ます

湯沢町木造住宅
　　耐震診断支援事業
 （4月 2日 ～ 10月 31日） 

昭和５６年５月３１日以
前の基準で建築され
た木造建築物の耐震
診断を行うもの

６～８万円

湯沢町木造住宅
　　耐震改修支援事業
 （4月 2日～ 10月 31日） 

上記の診断を行った
もので、結果耐震改
修の必要があり、そ
の改修を行うもの

限度額６５万円

高齢者・障がい者向け
　　　  住宅整備事業
 （通年） 

対象者（介護保険の要介護・要支援の判
定を受けているか、身体障害者手帳１・
２級、療育手帳Ａのいずれかを所持して
いる方）またはその親族が所有し、かつ
対象者が居住する既存の住宅について、
バリアフリー等の工事を行うもの

５０％～１００％
（補助基準額
　　上限５０万円）
※ただし介護保険
　対象者は３０万円

福祉介護課
☎７８４－
 ４５６０

※土・日・祝日の受付は行っておりません

　町では、皆さんの住宅環境の向上を目的に、予算の範囲内において補

助を行います。詳細につきましては、各担当課へお問い合わせください。

また、町ホームページからもご覧いただけます。

平成30年度　

各種住宅支援制度
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講座名 受講料 定員 期間 時間 講師・事業内容

実用英会話
講座

4,000円 15名
5月～ 12月
（全 20回）

金曜日

15：00～
16：30

講師：ALT（湯沢学園の外国語指導助手）
海外旅行などで役立つより実用的な英会話を学びます。

初級英会話
講座

4,000円 15名
5月～ 12月
（全 20回）

月曜日

19：30～
21：00

講師：ALT（湯沢学園の外国語指導助手）
初心者向けの講座で、すぐに役立つ簡単な英会話を学び
ます。

「湯沢の里山
魅力探し」講座

３,000円
10名
程度

5月～ 11月
（全７回）

月１回木曜日

9：00～
11：30

講師：高橋正明さん
湯沢の野山を散策し、四季折々の自然とふれあいながら
自然の大切さを学び、よりたくさんの楽しみを得ていた
だくための講座です。

「湯沢の自然と
歴史にふれる」

講座
３,000円

20名
程度

5月～ 11月
（全７回）

月１回水曜日

9：00～
11：30

講師：高橋正明さん
湯沢の自然を訪ね、そこにおかれている昔の人たちの足
跡や石仏を探りながら湯沢の歴史に触れていきます。

平成 30年度　

湯沢町公民館講座生募集
公民講座に参加し、生涯学習の輪を

広げませんか？！多くの方からの参

加をお待ちしています！

受講は先着順となります。

受講の申し込みは４月 18日水まで
学習の講座 （成人の方が対象）公民館主催による講座です

講座名 受講料 定員 期間 時間 講師・事業内容

はがき絵
講座

開講後
決定

８名
5月～ 11月
（全７回）
第 2水曜日

13：30～
15：30

講師：錦戸敬子さん
水彩絵の具で描く素朴なやさしさを感じるはがき絵。季
節の花や野菜、お礼のごあいさつに手描きで１枚。毎回
１枚の作品を仕上げます。

陶芸講座 20名
5月～ 10月
（全２０回）

月曜日

19：00～
21：30

講師：陶芸サークル
自分だけの器作りをしてみませんか？温かく味わい深い陶
芸にチャレンジ！初心者、経験者問わず募集いたします。

プリザーブド
フラワー講座

15名
程度

5月～ 11月
（全 6回）
第 3火曜日

13：30～
16：30

講師：須山美佐子さん
長く楽しめる枯れないお花、プリザーブドフラワーをお
部屋に飾って楽しみましょう。

大人の「はじ
めてピアノ」

講座

10名
程度

5月～
平成 31年 3月
（全 22回）

火曜日

10：00～
11：30

講師：髙橋明美さん
ピアノとキーボードを活用したグループレッスン講座で
す。テキストは「らくらくピアノ」を使用。楽譜が読め
なくても初回から知っている曲があっという間に両手で
弾けますよ。脳トレ効果バッチリ！コードネームも学べ
ます。

「音楽de脳トレ」
講座

～脳がイキイキ !
うたごえサロン～

30名
5/15、7/24、

10/23
（全 3回）

10：00～
11：30

講師：髙橋明美さん
あの時代、この時代のなつメロをうたい、わらべ歌や季
節の歌で簡単なゲームをしながら脳を活性化する「脳ト
レ＆うたごえサロン」です。音楽あそびで大人も楽しく
脳のトレーニングをしましょう。

「写真講座」
～思い出や感動

を写真に～
15名

5月～ 11月
（全 12回）
月 2回水曜日

9：00～
11：30

講師：中澤正和さん
スマホやデジカメ OK。初心者の方でも大丈夫。写真ス
ポットに出かけ、お手持ちのカメラで感動をそのまま伝
える撮影のコツやポイントをお教えします。心に残る瞬
間や大切な思い出をより感動的な写真で残しませんか。

趣味の講座 （成人の方が対象）

※すべての講座実施日は重複しておりませんので、複数の受講申し込みが可能です。
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「初級英会話講座」、「大人のはじめてピアノ講座」の無料おためし講座を行います

 申し込み方法 

【申し込み対象者】湯沢町民。湯沢町にマンションを所有している方。湯沢町在勤の方。

【申し込み期間】平成 30年 3月 26日㊊～ 4月 18日㊌　午前 9時～午後 5時

【申し込み方法】以下１・２・３のいずれかの方法でお申し込みください。

　１．湯沢町公民館事務室窓口での申し込み

　　　公民館事務室窓口の講座別申し込み用紙に氏名・住所・年齢・電話番号を記入してください。

　２．電話・ＦＡＸでの申し込み

　　　希望講座名、氏名・住所・年齢・電話番号をお知らせください

　３．Ｅ－ｍａｉｌでの申し込み

　　　件名に、希望講座名、本文には、氏名・住所・年齢・電話番号をご記入ください。　

＊申込者が 5名未満で開講出来ない場合や定員となり受講出来ない場合などは連絡させていただきます。

＊受講できる方には、後日受講決定通知書を送付いたしますので開講日等をご確認の上、ご参加ください。

 問 　湯沢町公民館　☎ 784ー 2460　FAX 784ー 3737 　 kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

《学習の講座受講料について》

＊学習の講座（英語等の学習関連）につきましては、公民館が主催し受講料を徴収します。受講決定通知書が届きまし

たら下記納入期日までに公民館事務室窓口へ受講料を添え受講手続きをしてください。（土日、祝祭日は納入で

きませんのであらかじめご了承ください。）

　・受講料納入期間：4月 23日㊊～ 5月 7日㊊　午前 9時～午後 5時

＊期日までに受講手続きのない方は受講できません。

＊申込した本人以外の方に代わる事はできません。

＊中途退講の場合、受講料は返金しません。

《趣味の講座受講料について》●受講料は開講後に決定

＊受講料は講座開講後に講師と受講生が相談して決定します。（受講者数により、一人あたりの受講料が変わります。）

＊各講座内に会計係をおき、受講料を徴収します。また、全課程終了後、公民館に収支報告をしていただきます。

初級英会話講座

4月 16日㊊　午後 7時 30分～　1時間程度

大人のはじめてピアノ講座

4月 3日、17日㊋　午前 10時～ 11時 30分

 問 　地域交流センター　☎ 784ー 3033　

講座名 受講料 期間 時間 講師・事業内容

和太鼓継承事業
（雪おろし太鼓）

無料
5月～ 3月

第 2・第 4木曜日
19：00～
20：30

講師：雪おろし太鼓保存会
湯沢カルチャーセンターにて行います。湯沢の伝統芸能であ
る「雪おろし太鼓」です。町内の催し物での発表も行います。

コカリナキッズ
講座（小中学生
とその保護者が

対象）

無料
4月～ 3月

第１・第 3日曜日
13：30～
15：00

講師：社会教育指導員
コカリナの基礎的な練習から始め、簡単な曲が吹けるよう
になることが目標です。町内の催し物での発表も行います。

中学生以下対象の講座 （随時受け付け中）

ぜひ一度体験してみてください。
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　平成 30 年度「湯沢中央公園有料施設」の使用予約

について次のとおり抽選会を行います。なお、抽選会

には、宿泊施設の「代表となる者」が、本人のＩＤカー

ドを持参しないと参加出来ません。ご理解、ご協力を

お願いいたします。

 日　　時 　

　４月 13 日㊎　

　受付時間：午前 9 時～ 9 時 30 分（時間厳守）

　抽 選 会：午前 9 時 30 分～午後 2 時頃まで

 会　　場 

　湯沢カルチャーセンター　小ホール

 対象期間 

　〇平成 30 年 5 月 3 日㊍　～　5 月 6 日㊐
　〇平成 30 年７月 21 日㊏　～　９月 17 日㊊
　〇平成 31 年 2 月１日㊎　 ～　3 月 31 日㊐
　　（湯沢カルチャーセンターのみ）

※上記の期間以外は、いつでも予約を受け付けています。

　但し、予約と同時に使用料を納入してください。

　（予約受付時間：午前 9 時～午後 5 時）

 対象施設 　

　湯沢カルチャーセンター…

　アリーナ、小ホール、柔剣道場（会議室等は対象外）

　湯沢中央公園屋外施設……

　テニスコート（18 面）、野球場、陸上競技場、少年野球場、

　運動広場、ゲートボール場、フットサルコート（2 面）

 注意事項 

①抽選会への参加は、湯沢町に一般向け宿泊施設を所

　有し旅館業を営む方が対象で、一宿泊施設につき「代

　表となる者」１名限りとし、本人の抽選会用 ID カー

　ドを持っている方のみとします。

　（代理など他の方は参加不可）

※新規に ID カードを作成する方、または紛失された方

　は、４月 10 日㊋までに作成してください。

　（詳細は下記にお問い合わせ下さい。）

②施設使用料の納入方法は、次の二通りから選択して

　ください。

　1予約金として３割を納入する。残額は、使用日当

　　日までに精算してください。

　2お申し込みと同時に使用料を全額納入ください。

③予約は、１施設連続５日間以内。テニスコートは４

　面までとします。

④施設予約後は他者への転貸は出来ません。

 問 　湯沢町総合管理公社（湯沢カルチャーセンター）

　　 ☎ 784 － 1511

※抽選会以降の予約申し込みは、４月 16 日㊊
　午前８時３０分（窓口受付）から行います。

　テニスコート・野球場等屋外施設は、湯沢中

　央公園管理事務室（☎ 787 － 3388）、アリー

　ナ・小ホール等屋内施設は、湯沢カルチャー

　センター（☎ 784 － 1511）へお申し込みくだ

　さい。（電話受付は、４月 16 日㊊のみ午前９時

　からとなります。）

平成 30 年度　湯沢中央公園有料施設予約抽選会
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行
者
に
対
し
て
大
変
危
険
で
す
。
他

県
で
は
側
溝
へ
の
転
落
死
亡
事
故
も
起

き
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
作
業
中

は
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
な
ど
を
設
置
し
、
作

業
が
終
了
し
た
ら
必
ず
ふ
た
を
閉
め
ま

し
ょ
う
。
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旧小学校体育施設を開放します
 開放期間 　

　7 月 21 日㊏～９月 17 日㊊　

　午前９時～午後５時

　※旧三国小学校は７月 21 日～ 9 月 10 日

 申込方法 　４月 13 日㊎～５月 11 日㊎までに「使用願い」（用紙は各担当先にあります）に料金を添えて、各施設担当

　　　　　　までお申し込みください。

　　　　　　※５月 16 日㊌以降の申込は湯沢カルチャーセンターへお願いします。

　　　　　　　なお、５月１2 日～１5 日までは事務手続きのため受付できません。

 使用料金 　

9 時～17時 9時～12時 13 時～17 時

体　育　館 15,000 円 7,500 円 7,500 円

グラウンド 10,000 円 5,000 円 5,000 円

受付期間 4月 13日～ 5月 11日 5月 16日～

学校名 担当・連絡先

旧三国小学校
苗場旅館組合（案内所）

☎７８９ー２７０６　FAX７８９－４１８１

旧三俣小学校
かぐら・みつまた観光協会（案内所）

☎７８８ー９００６　FAX７８８－９５００

湯沢カルチャーセンター

☎７８４ー１５１１　FAX７８５－６９１１
旧土樽小学校

湯沢中里観光協会（案内所）

☎７８７ー３２４０　FAX７８７－４１５０

旧湯沢小学校
越後湯沢温泉観光協会（雪国観光舎）

☎７８５－５３５３　FAX７８５－６７６７

※湯沢学園の体育施設は後日改めてご案内いたします。

 使用上の注意 

　・貸出可能な備品、数量など、詳しくはお問い合わせください。

　・旧学校使用簿への記入、ごみの始末、清掃、グラウンドのレイキかけ等を必ず行ってください。

　・使用許可を受けた宿泊施設は、使用者（団体の責任者）に使用心得を厳守させてください。

 

雪
道
の
運
転
で
は
、

「
シ
ッ
パ
ネ
条
例
」

守
り
ま
し
ょ
う

　

平
成
27
年
よ
り「
湯
沢
町
シ
ッ
パ
ネ

被
害
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
歩
行
者

に
や
さ
し
い
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

そ
し
て
、
冬
は
多
く
の
お
客
様
が
来

町
さ
れ
ま
す
。
シ
ッ
パ
ネ
に
気
を
付
け

る
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う
、
ま
た
シ
ッ
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ネ
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さ
な
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よ
う
町
民
自
ら
が
お
伝
え
し
、「
人

に
や
さ
し
い
観
光
の
町
・
湯
沢
」
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。
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油断大敵 ホームタンクからの小分け中は

　　その場を離れないでください！

△毎年多い給油中のちょっとした不注意△

　油もれ事故防止のために
　○その場を離れない！目を離さない！
　・油もれの原因の半数以上が取り扱いの不注意です。
　　ホームタンクからポリタンクなどに灯油を小分けする
　　時は、絶対にその場を離れないようにしてください。
　・給油後は、必ずバルブを閉めたか確認しましょう。
　・ホームタンク用の自動停止機能付バルブが販売され
　　ています。灯油販売店などにお問い合わせください。

・寒いので現場を離れ屋内へ戻る
・かかってきた電話に出るため離れる
・給油後、バルブをしっかり締めない

　○落雪に注意しましょう！
　・大雪による落雪や積雪で配管が損傷し灯油が流出
　　したという被害が近年多発しています。露出配管
　　のご家庭では、雪対策について今一度ご確認くだ
　　さい。
　○定期点検を怠らない！
　・ホームタンクや暖房器具、配管に亀裂や老朽化がな
　　いか、定期点検に努めましょう。
　○防油堤を設置しましょう！
　・200ℓ以上貯蔵できるホームタン
　　クには、防油堤の設置が義務付け
　　られています。
　・タンクからの給油前に防油堤のバ
　　ルブが閉じているか確認しましょう。

　油が漏れてしまったら、元栓を閉めて、流出した油

が広がらないように古布、新聞紙などできれいに拭き

とりましょう。その後、湯沢消防署または湯沢町役場

環境農林課まで至急ご連絡ください。

湯沢消防署　☎ 784 ー 3377

環境農林課　☎ 788 ー 0291

昨年度、湯沢町だけで

16 件の油漏れ事故があ
りました。

 問 　新潟県運転免許センター　

　　 ☎ 025 ー 256 ー 1212

　　 南魚沼警察署交通課　

　　 ☎ 772 ー 0110

改定前 改定後

認知機能検査 650円 750円

高齢者講習（2時間） 4,650円 5,100円

高齢者講習

（小型特殊のみ 1時間）
2,000円 2,250円

高齢者講習（3時間） 7,550円 7,950円

高齢者講習

（小型特殊のみ 2時間）
4,300円 4,450円

　2018年 4 月1 日から、運転免許証の更

新等にかかる認知機能検査・高齢者講習の

手数料が表のとおり改定されます。

4月 1日から運転免許証の更新等にかかる

認知機能検査・高齢者講習の手数料が変わります
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子育て支援情報　ぐんぐん

　湯沢町総合子育て支援センター「ジャンプラネット」は、

湯沢町の子育て支援拠点です。是非お気軽にご利用ください！

　子育て広場　好評開放中！

　次の時間にいつでも自由に利用できます！

　　　　平日（木曜日を除く）　

△
 9：００～１２：００

　　　　　　　　　　　　　　 

△

１３：００～１６：００

 問 　湯沢町総合子育て支援センター「ジャンプラネット」

　　（湯沢学園 認定こども園棟１Ｆ）☎７８８－０２９２

湯沢町総合子育て支援センター

４月の保健衛生行事   問 　湯沢町保健センター　☎７８４－３１４９

日 種目 対象 時間 場所

 ３日㊋ 母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00 総合福祉センター

 10 日㊋

１歳児歯科健診 平成 29 年 2 月～ 3 月生まれ 10：15 集合 総合福祉センター

２歳児歯科健診 平成 28 年 2 月～ 3 月生まれ   9：00 集合 総合福祉センター

母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00 総合福祉センター

17 日㊋ 母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00 総合福祉センター

19 日㊍ １歳 6 か月児健診 平成 28 年 8 月～９月生まれ 13：00 集合 総合福祉センター

  24 日 ㊋
6 か月児健診 平成 29 年 8 月～ 9 月生まれ   9：30 集合 総合福祉センター

母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00 総合福祉センター

★林
はやし

　萌
も え の

乃さん （堰　場） ★林
はやし

　菖
あ や の

乃さん （堰　場）

★大
お お や

谷　翔
かける

くん （中　子） ★富
と み た

田　百
も も か

香さん（上　中）

3歳児健診　虫歯０のお友達

これからも
歯を大切に！

まちのうごき

2 月届出分 2 月 28 日現在 前年比

出生 3 男 4,188 ＋59

死亡 11 女 4,046 －45

転入 27 計 8,234 ＋14

転出 24 世帯  3,882 ＋157

平成３０年 平成２９年 増減

発生件数 5 件 4 件 ＋  1 件
死亡者数 0 人 0 人 0 人
負傷者数 5 人 7 人 ー  2 人

湯沢町の交通事故発生状況

　（1 月 1 日～ 2 月 28 日）
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コース名 実施期間 曜日 時間帯

簿記３級
4/16 ～ 6/8
（全 22 回）

月・水・金

18：30 ～ 21：20ワード中高年
4/24 ～ 5/25

（全 9 回）
火・金

配管２級技能士
4/17 ～ 9/11
（全 41 回）

火・金

測量実践
4/26 ～ 8/4

（学科 15 回、実技 8 回）

（学科）月・木 18：30 ～ 21：20

（実技）　土   9：00 ～ 15：50

介護職員初任者研修課程
5/14 ～ 6/28
（全 24 回）

月・火・木・金   9：00 ～ 16：20

調理師受験
5/28 ～ 6/28
（全 10 回）

月・木
18：30 ～ 21：20

エクセル中高年
5/29 ～ 6/26

（全 9 回）
火・金

ワード体験 4/14 土

13：00 ～ 15：50エクセル体験 5/12 土

Ｊｗ－ＣＡＤ体験 5/26 土

玉掛け技能講習
4/25 ～ 4/27（3 日間）19 Ｈコース
　　　　　　　　　　　 15 Ｈコース（免除対象者）

小型移動式クレーン
技能講習

5/7（月）～ 10（木）うち 3 日間（学科 2 日・実技 1 日）

職長・安全衛生責任者教育 5/17（木）～ 18（金）（2 日間）

フォークリフト運転
技能講習

5/21（月）～ 5/24（木）（4 日間）31 時間コース
5/21（月）  ・  5/25（金）（2 日間）11 時間コース（免除者対象）

4 月・５月開講コース受講生を次のとおり募集します。

受講料等詳細についてはお問い合わせください。

  問 　魚沼サンティックスクール

　 　☎７７２－４５５４　FAX７７８－１１５８　

※受講料等詳細についてはお問合わせください。

サンティック
受講生募集

　スキー場や校庭、公園、神社などに咲く桜を写真パネルで

ご紹介。個々で見れば小規模ながらも、町全体で見ればスケー

ルがあります。

　湯沢町が制定する「町の木」は「紅山桜（ベニヤマザクラ）」。

山桜に比べて花が大きく色も濃いので、鮮やかな色彩が目を

引きます。雪の白と芽吹いた木々の緑、紅山桜のピンクが重

なった風景は美しく、雪国・湯沢ならではとも言えます。

　今年はぜひ「桜名所めぐり」をお楽しみください。

 問 　湯沢町歴史民俗資料館　雪国館　☎ 784ー 3965　

2018 春季特別展　「湯沢桜名所めぐり」  期日 　5月 29日㊋まで

雪国館からのお知らせ
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①大宮アルディージャ戦　 ▽ 　4 月 22 日㊐ 午後 1時　キックオフ 

②大分トリニータ戦　　　 ▽ 　5 月  6 日㊐ 午後 2時　キックオフ 

③モンテディオ山形戦　　 ▽ 　5 月 20日㊐ 午後 2時　キックオフ

 場　　所 　

　デンカビッグスワンスタジアム

 応募条件 　

　湯沢町在住者（募集人数 各試合500 名）

アルビレックス新潟　試合観戦ご招待

（１）PC・スマホからお申し込み

 応募期限  

 ① 4 月 15 日㊐　② 4 月 26 日㊍　③ 5 月 13 日㊐
 １．下記にある各試合の QR コードからお申し込みくだ

　　さい。

 ２．「どの案内をご覧になりましたか？」という項目は、

  　　「新潟市以外の市町村からの案内」をチェックして

 　 ください。

 ３．必要項目をご入力のうえ送信いただくと、お申し込み

　　完了です。各試合応募期限の翌日に、抽選結果と

　   チケット引換方法をメールでお知らせします。

（２）往復ハガキの場合

 応募期限  

 ① 4 月 11 日㊌　② 4 月 25 日㊌　③ 5 月 9 日㊌
 １．試合毎に往復はがきをご用意いただき、往信裏面に

〔１〕住所〔２〕お名前〔３〕生年月日

〔４〕電話番号〔５〕メールアドレス（お持ちの方）

〔６〕観戦希望試合とチケットの希望枚数（4 枚まで） 

を記載し、返信用表面に返信先（ご自分）の住所・

氏名をご記入の上、ご郵送ください。

※応募は 1 世帯につき 1 通限り有効で、応募多数の場合

　は抽選となります。

２．ご招待の可否とチケット引換方法を返信用ハガキで

お知らせします（各試合応募期限翌週の月曜日に返

信予定）。

 宛　　先 

〒 950 ー 0954 新潟市中央区美咲町 2 ー 1 ー 10 

　アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

 応募方法 

 問 　アルビレックス新潟後援会　村山

　　 ☎ 025 ー 282 ー 0011

大宮

アルディージャ戦

大分

トリニータ戦

モンテディオ

山形戦

　平成29年度「緑の募金」にご協力いただきありがとうございました。湯沢町全体で総額 245,715円の募金があ

りました。

　（公社）にいがた緑の百年物語緑化推進委員会による「『緑の募金』森づくり事業」の実施団体を募集します。緑

化推進のために行われる次の対象事業には補助があります。

 対象団体 　ボランティア団体、緑化団体、地域住民で組織する団体、学校等

 対 象 地 　公共施設、社会福祉施設、里山等、一般に広く利用・開放されている場所

 対象事業 　①植樹事業…地拵え、樹木の植え付け

②育樹事業…施肥、下刈、除伐、間伐等

③普及啓発事業…緑化講習会、森林（自然）観察会の開催等

 申し込み 　 締め切り 　4月 6日㊎
　　　　　　 申請先等 　申請を希望する団体は、お早めに環境農林課農林係までご相談ください。

 問 　環境農林課農林係　☎ 788ー 0291

「緑の募金」 森づくり事業の実施団体を募集します
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4 ユ月 の ー ポス 　！

～初めての方＆使い方が不安な方のための講習会～

　初心者向けの講習会です。

　ひとりで利用できるように

マシンの使い方や効果的な筋

トレのやり方を伝授します。

○日程：4 月 9 日㊊　19：30 ～ 21：00

○対　　象：１６歳以上

○会　　場：カルチャーセンター・トレーニング室

○参  加  費：ユースポ！会員 ３００円　非会員 ６００円

　　　　　　※トレーニング室使用料は別途必要。

○持  ち  物：運動のできる服装、内履き、飲み物、タオル、

　　　　　  　会員証（ユースポ！会員の方のみ）

〇申し込み：当日ユースポ！窓口へ直接お越しくだ

　　　　　　さい。※事前申し込み不要。

トレーニングマシン使用法講習会

  たまにはみんなでウォーキング＆ノルディックウォーキング

～ 4月 21日㊏桜ウォーキング開催！！～

　中央公園の花々や岩原桜を楽しみながらウォーキ

ング・ノルディックウォーキング・サイクリングを楽

しみましょう♪

　終了後には美味しいとん汁他お楽しみも ･･･

　詳細は次号広報に掲載します。ユースポ！のホー

ムページもチェックしてね！

平成 30 年度　子どもの教室が始まります！

ジュニア女子バレーボール教室
  対  小学１～６年生の女子　25 名
  内  バレーボールで仲間づくり！チームの一体感を
 　 味わおう！
  場  湯沢カルチャーセンター、旧小学校
  日  ▽前期 4 ～  9 月 ▽後期 10 月～ 3月
　　4～12 月　火曜 19：00 ～ 21：00
 　  　  　　 　 土曜  9：00 ～ 12：00
　　1～  3 月　火曜・金曜 19：00 ～ 21：00
  費  前期・後期　各 8,000 円
    前後期一括　　 14,600 円
※ユースポ！会員登録が必要です。
※ 4 月 3 日㊋保護者説明会 19:00 からカルチャー
　センターにて開催

フラダンス
  対  保育園・幼稚園年少～小学６年生　20 名
  内  ハワイの音楽に合わせて基本ステップとハンド
　　モーションから楽しく学び、簡単な曲を踊りま
　　しょう。
  場  湯沢カルチャーセンター
  日  第 1期 4/18 ～ 7/4( 全 11 回 ) 5/23 はお休み
　　毎週水曜　17:00 ～ 18:00
  費  会　員：6,000 円　
　　非会員：9,600 円　

ユースポ！ 2018年度会員募集中‼
おやこでGENKI教室・ジュニア合同トレーニングは

5月から毎月１回開催します‼

毎月開催しています！

詳しくは 29 ページを見てね！

笑いの効用
 ・免疫力アップ
 ・表情筋、呼吸筋アップ
 ・脳活性！！

転倒予防のための筋肉や骨を
鍛える運動です！
誰でも OK！
気軽にご参加ください。

笑い
ヨガ

けんこつ
体　　操
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太極拳
  対  16 歳以上
  内  自分の体力に合わせて参加できます。幅広い年齢層の
　　方が参加できる健康法です。
  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/6 ～ 6/29( 全 11 回 )
　　5/4、5/25 はお休み
　　毎週金曜　13:30 ～ 15:00
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ステップボクシング
  対  高校生以上
  内  リズムにのってパンチやミット打ちをする新しいスタ
　　イルのボクシングです。
  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/6 ～ 7/6( 全 11 回 )
　　4/20、5/4、5/25 はお休み
　　毎週金曜　20:00 ～ 21:00
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

居合道
  対  高校生以上
  内  居合とは抜刀から納刀に至るまでの一連の動作を武道
　　としています。
  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/4 ～ 6/20( 全 11 回 )
　　5/23 はお休み
　　毎週水曜　19:00 ～ 20:30
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ブートキャンプ
  対  中学生以上
  内  自身の体重を利用し、様々な運動を連続して行うアメ
　　リカ仕込みのエクササイズです。
  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/6 ～ 6/29( 全 11 回 )
　　5/4、5/25 はお休み
　　毎週金曜　19:00 ～ 20:00
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円

アクアエクササイズ　 火夜 
  対  中学生以上
  内  水の抵抗を最大限利用してしなやかな筋肉を作ります！ 
  場  健康増進センター内プール
  日  4/10 ～ 6/19( 全 11 回 )
　　毎週火曜　18:30 ～ 19:20
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

アクアエクササイズ　 木夜 
  対  中学生以上
  内  水の浮力でラクラク動けます。運動不足や体力に自信
　　のない方も大丈夫！
  場  健康増進センター内プール
  日  4/5 ～ 6/28( 全 11 回 )
　　4/12、5/3 はお休み
　　毎週木曜　19:30 ～ 20:20
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ヨーガ　 夜 
  対  中学生以上

  内  様々なポーズ、呼吸法により免疫力や自然治癒力を高

　　めます。肩こり・冷え性・便秘などにも効果的！

  場  湯沢カルチャーセンター

  日  4/3 ～ 6/19（全 11 回）

　　5/22 はお休み
　　毎週火曜　19:45 ～ 21:00

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ピラティスエクササイズ　 夜 
  対  中学生以上

  内  身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、内側から強くしなや

　　かにします。腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢も良くな

　　ります。

  場  湯沢カルチャーセンター

  日  4/2 ～ 6/18（全 11 回）

　　4/30 はお休み

　　毎週月曜　19:30 ～ 20:30

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ピラティスエクササイズ　 昼 
  対  16 歳以上

  内  身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、内側から強くしなや

　　かにします。腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢も良くな

　　ります。

  場  湯沢カルチャーセンター

  日  4/5 ～ 6/28（全 11 回）

　　5/3、5/24 はお休み
　　毎週木曜　13:30 ～ 14:30

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ヨーガ　 昼 
  対  16 歳以上

  内  様々なポーズ、呼吸法により免疫力や自然治癒力を高

　　めます。肩こり・冷え性・便秘などにも効果的！

  場  湯沢カルチャーセンター

  日  4/4 ～ 6/20（全 11 回）

　　5/23 はお休み

　　毎週水曜　13:30 ～ 14:45　

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

定期的な教室の第 1 期が始まります！

申・問 　 NPO 法人 ユースポ！ ☎ 785ー 2123 　FAX 785ー 6911 ●お問い合わせ　平日9：00～ 18：30
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区 分 出 し 方 湯 沢 東 湯 沢 西 神 立 ・ 土 樽 三 国 ・ 三 俣

も え る ご み  指定袋に入れる。 ㊊・㊌・㊎（30 日は休み） ㊋・㊍・㊏

ペットボトル  指定袋に入れる。   5 日    3 日   6 日   4 日

その他プラスチック容器包装類
（白トレイ・発砲スチロール）  指定袋に入れる。    10 日・26 日 10 日・26 日 11 日・27 日 11 日・27 日

ダ ン ボ ー ル
 紐を十字にかける。

19 日 24 日 20 日 25 日

新聞紙・雑誌  12 日 17 日     13 日 18 日

缶
 指定袋に入れる。
 袋を二重にしないこと。

  3 日   5 日   4 日    6 日

び ん  17 日    12 日 18 日   13 日

その他不燃ごみ   24 日 19 日 25 日 20 日

有 害 ご み  指定袋に入れる。 27 日

粗 大 ご み  予約制・粗大ごみ処理券を貼る 12 日（９日）・26 日（23 日）※（　）内は予約締め切り日

行政相談

4月10日㊋　午後1時30分～
湯沢町公民館　会議室 1　
　相談委員　上村  憲夫

 問 　総務管理課総務係 
　　☎ 784 － 3451

子どもの予防接種（完全予約制）

〇予防接種の予約電話番号
　025 － 780 － 6313　
〇予約受付時間
　月～金曜日の午後２時～４時

 問 　保健センター 
　　 ☎ 784 － 3149

緊急情報メール

湯沢町の災害、防災、気象、
防犯に関する緊急情報を
発信します。

 問 　総務管理課防災管財係
　　 ☎ 784 － 3451

April

障がい者地域生活支援事業  問 　保健センター（総合福祉センター内）　☎７８４－３１４９

※初めて参加される方は保健センターまでご連絡ください。

※参加費５０円と主食（ご飯など）が必要です。 調理実習や行事の日は予約が必要です。 参加費等が異なりますので担当まで

　お問い合わせください。 

事業名 実施主体 電話番号 日程・内容（＊は軽作業を行います） 会場・時間

ふれあいサロン
（毎週火曜日）

湯沢町

社会福祉協議会
７８４ー４１１１ 3 日＊ 10 日＊ 17 日 バスハイク

（お花見・高崎方面）
24 日
休み 湯沢町公民館

1 階和室

１０：００～１５：００
コスモス

（毎週木曜日）

相談支援センター

みなみうおぬま
７７０ー１３３１ 5 日＊ 12 日

AM 研修室 19 日＊ 26 日＊

4 月の暦 卯月

ごみ収集  問 　環境農林課環境交通係　☎７８８－０２９１

※粗大ごみ収集予約の際は環境農林課までご連絡ください。
※ごみの減量化・資源化にご協力ください。

 問 　保健センター（総合福祉センター内）☎７８４ー３１４９保健衛生行事

日 種 目 対 象 時 間 会 場

行事なし
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前

整形外科 高田 高田 宮崎 宮崎
（３：００～４：３０）

休
診
（
救
急
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
い
た
し
ま
す
）

髙田 髙田
5日休診

角田 角田 14・21日高田

外 科 菊川

内科①
予約あり

井上
23日休診

井上
23日休診

浅井 高橋 小坂 浅井 小坂 土屋 浅井

内科③
予約あり

山田 小林（聡）
小林（聡）
もしくは

呉

井上
17日休診

井上
18日休診

土屋 小林（正）

内科⑤
予約なし

土屋 担当医師

内科⑥
予約なし

浅井 竹内（章）
2日担当医師

山田 竹内（章）
3日担当医師

竹内（章）
4日担当医師

井上
19日担当医師

竹内（章）
もしくは

山田

小林（聡）
27日担当医師

小坂 担当医師

眼科 岸
（10：00まで）

岸
（再診予約診察のみ）

担当医師
（10：00まで）

担当医師
（再診予約診察のみ）

7日担当医師
（10：00まで）

小児科 有本 有本 19日中島 19日中島
（3:15まで）

検査
（内視鏡）

担当医師 担当医師 高橋 浅井 小坂 井上

睡眠外来
基本第2木曜日のみ

12日竹内（暢）
完全予約制

12日竹内（暢）
完全予約制

歯科

口腔外科

笠原 笠原 笠原 笠原 笠原
4日休診

担当医師
11・25日のみ

笠原
4日休診

担当医師
11・25日のみ

笠原 笠原 笠原 笠原 笠原
14・28日休診

　

◎
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
は
休
診
で
す
（
救
急
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す
）

※

※

会場 開催日 時間

総合福祉センター  12 日 ㊍  26 日 ㊍ 10:00 ～ 11:00

笑いヨガ けんこつ体操教室

 【問い合わせ】　NPO法人ユースポ！　☎７８５－２１２３

笑いの体操とヨガの呼吸法を組み合わせた
「ただ笑うだけ」の画期的な運動法です！

 【問い合わせ】　地域包括支援センター　☎７８４－３０００
【持ち物】タオル、飲み物　　【参加費】１回２００円

 笑いヨガ・けんこつ体操教室（申込不要） 

　※眼科のコンタクト外来は 12 日（木）・26 日（木）です。【完全予約制 ☎０２５－７８０－６５４３】
　※歯科・口腔外科診察は完全予約制です。診察をご希望の方はお電話【☎０２５ー７８０－６５４４】でお問い合わせください。    

  診療日・休診・代診のご案内 　

 〇整形外科・・・・  ５日（木）午後、休診となります。
                          　 ※４月より、髙田寿医師の診察は月曜・木曜、月に１～ 2 回土曜日も診察いたします。今月は 14 日・21 日です。
 〇内科・・・・・・  ２日（月）、３日（火）、４日（水）、竹内（章）医師不在の為、担当医師が診察を行います。
 　　　　　　　　　17 日（火）～ 19 日（木）、23 日（月）、井上医師不在の為、休診となります。
 　　　　　　　　　27 日（金）、小林（聡）医師不在の為、担当医師が診察を行います。
                          　 ※４月より、竹内章晃医師、山田宏貴医師、小林正尚医師が着任いたします。
 〇眼科・・・・・・月・木曜日の午後診察は再診予約診療のみとなります。　
                          　 土曜日の眼科診察は 7 日になります。
                          　 ※月曜：松田弘道医師の診察は３月で終了となり、４月から岸孟史医師が着任いたします。
                          　 　　　　ご理解とご了承をお願いいたします。
 〇小児科・・・・・ 中島医師の診察は、４月から毎月第３木曜日の月１回となります。今月は 19 日（木）です。
                          　 午後診察も予約のない方を診察いたします。受付時間、診察時間にご注意ください。 
 〇睡眠外来・・・・ ４月より、第２木曜に竹内暢医師による睡眠外来を行います。
　　　　　　　　　 受診希望の方は当院かかりつけ医、そうでない方は地域家庭診療部”予約なし”に一度受診いただき、ご予約ください。
 〇歯科・・・・・ ・   ４日（水）、休診となります。
　　　　　　　　　 土曜日は 14 日・28 日が休診です。
 〇口腔外科・・・ ・  担当医師の診察は 11 日（水）・25 日（水）となります。

  受　付 　午前：８時３０分～１１時３０分　※眼科は全ての曜日で１０時までです。
 　　　  　午後：１時３０分～ ４時３０分　※月・木曜日の眼科は３時までとなりますが、予約の患者様のみとなりますのでご了承願います。
 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ※木曜日の小児科は３時１５分までです。
  診　察 　午前：９時～　
   午後：２時～　※火曜日の整形外科は３時から。
  　　　　　　　 ※木曜日の小児科は２時３０分からです。
  その他 　「予約あり」の診察では予約がある方が優先となります。
   都合により担当医が一部変更・休診となる場合があります。 
　　　　　 往診、訪問診療、健康診断も適宜行っています。

湯沢町保健医療センター外来担当医予定表湯沢町保健医療センター外来担当医予定表４月２日から

 問 　湯沢町保健医療センター
    ℡  １８６ -０２５ -７８０ -６５４３
    ℡  ７８０ -６５４４ （歯科）

会場 開催日 時間

神立中央集会場（田中）  13 日 ㊎ 27 日 ㊎ 10:00 ～ 11:30

 神立中央会館（栄町）  10 日 ㊋ 24 日 ㊋ 10:00 ～ 11:30

農山村総合開発センター
10 日 ㊋  17 日 ㊋

10:00 ～ 11:30
24 日 ㊋

下 湯 沢 公 民 館 11 日 ㊌ 25 日 ㊌ 10:00 ～ 11:30

総 合 福 祉 セ ン タ ー
13 日
 27 日

㊎
㊎

 20 日
 

㊎ 10:00 ～ 11:30

※平成 30年 3月 20日現在の予定

　29



救急医療
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    http://www.town.yuzawa.lg.jp/

広
報
ゆ
ざ
わ

　　次の病院に電話で症状を伝えてください。
　重症（意識がないなど）の場合は１１９番で救急車
　を呼んでください。

　●湯沢町保健医療センター　
　　☎７８０－６５４３
　　湯沢町大字湯沢２８７７番地１

　●魚沼基幹病院　　
　　☎７７７ー３２００
　　南魚沼市浦佐４１３２

　●南魚沼市民病院　
　　☎７８８－１２２２
　　南魚沼市六日町２６４３番地１

　●斎藤記念病院　　
　　☎７７３－５１１１
　　南魚沼市欠ノ上４７８番地２

　・電話での指示に従って受診ください。
　・スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関を
　　案内する場合があります。
　・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順番
　　が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
　・休日や夜間は、人員や検査体制が十分ではありません。
　　できる限り、通常の診療時間に受診してください。

　●新潟県「小児救急医療電話相談」
　　☎０２５ー２８８ー２５２５
　　夜間に子どもの具合が悪くなったときに利用
　　ください。（毎日１９時～２３時）

※
3
月
1
日
ま
で
の
届
け
出
分
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

2
月
16
日

川
口　

庄
市
さ
ん

（
滝　

沢
、
73
歳
）

2
月
16
日

釼
持　

益
雄
さ
ん

（
中　

子
、
88
歳
）

2
月
18
日

⻆
谷　

ウ
メ
子
さ
ん
（
古
野
一
、
97
歳
）

2
月
22
日

内
田　

幸
江
さ
ん

（
原
新
田
、
82
歳
）

2
月
22
日

南
雲　

キ
ヨ
ノ
さ
ん
（
小　

坂
、
92
歳
）

2
月
28
日

南
雲　

ハ
ナ
さ
ん

（
田　

中
、
94
歳
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2
月
14
日

林　
　

芽め

い生
さ
ん

（
古
野
二
、
孝
幸
さ
ん
・
祐
子
さ
ん
）

2
月
15
日

貝
瀬　
　

善ぜ
ん

く
ん

（
堰　

場
、
良
介
さ
ん
・
真
琴
さ
ん
）

2
月
16
日

髙
橋　

梨り

の乃
さ
ん

（
中　

子
、
陽
介
さ
ん
・
奈
生
さ
ん
）

　

3
月
11
日
に
発
行
し
た「
広
報
ゆ
ざ
わ
」
に
お
い
て
名
前
の
表
記
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
13
ペ
ー
ジ　

ゆ
ざ
わ
情
報 

か
わ
ら
ば
ん　

　

町
と
塩
沢
信
用
組
合 

包
括
連
携
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た 

　

塩
沢
信
用
組
合
理
事
長
様

　
《
修
正
前
》
小
野
塚
一
成 

理
事
長 

▽ 

《
修
正
後
》
小
野
澤
一
成 

理
事
長

 4 月の開店日  

４  月 １１日水　午前９時～午前 11 時

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▽時間は50分とします。

 締 め 切 り 

４  月 ３日火　まで

※指定の用紙にご記入のうえ、事前に役場企画

政策課へ提出、もしくはファクスで申し込

みが必要です。

※申し込みは３組までとし、先着順とさせてい

ただきます。

 申  ・  問 　企画政策課　☎７８４－３４５４　

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 FAX７８４－１８１８

田村町長と直接お話しませんか？

気
楽
な
雰
囲
気
の
中

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
お
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　広報ゆざわ　H30. 3. 25 　30


